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〜まずは地図で確認してください。〜
交通体系が変わります。あなた
の地区はどう変わる？ ……  ４

たくさんの感動をありがとう　　
元サッカー女子日本代表の福元美穂さんが８月７日に指宿庁舎を訪れました。福元選手は指宿市山川出身の
ゴールキーパー。ロンドンオリンピックなどで輝かしい成績を収め、2度の市民栄誉賞を受賞しました。福元選
手は「指宿の皆さんに応援をいただいた分、皆さんが喜んでくれる活動をしたい」と話しました。

福
ふくもと

元美
み ほ

穂さんが現役を引退



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

指
宿
市
長 

打
越　

あ
か
し

　
七
月
、
熊
本
を
震
度
７
の
地

震
が
再
び
襲お

そ
っ
た
。
春
先
に
は
、

こ
の
10
年
間
の
復
旧
の
歩
み
が

報
道
さ
れ
て
、
む
し
ろ
、
台
湾

企
業
の
進
出
な
ど
め
ざ
ま
し
い

復ふ
っ
こ
う興
の
姿
が
印
象
深
か
っ
た
の

に
。

　
七
月
二
十
八
日
午
後
四
時
す

ぎ
に
地
震
発
生
。
発
災
後
、
最

初
の
活
動
は
、
住
民
の
安
否
確

認
で
す
。
直
ち
に
東
京
消
防
庁

が
中
心
に
な
り
九
州
各
県
に
応

援
人
員
の
派
遣
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
発
生
か
ら
約
４
時
間
後

に
は
、
指
宿
南
九
州
消
防
組
合

か
ら
第
一
陣
６
名
を
派
遣
い
た

し
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
チ
ー
ム

は
、
被
災
地
域
の
中
で
も
、
南

部
に
あ
た
る
八や

つ
し
ろ代

市
で
の
救
援

活
動
に
従
事
し
、
指
宿
の
チ
ー

ム
は
、
煙
突
が
倒
壊
し
た
日
本

製
紙
工
場
な
ど
で
、
捜そ

う
さ
く索
・
救

助
の
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
猛
暑
の
中
で
の
支

援
活
動
が
続
き
、
熊
本
地
方
で

は
、
８
月
上
旬
に
は
40
℃
を
記

録
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
一

人
あ
た
り
３
日
間
ま
で
が
体
力

の
限
界
で
あ
り
、
そ
の
後
の
派

遣
メ
ン
バ
ー
と
入
れ
替
わ
り
な

が
ら
、
第
三
次
派
遣
ま
で
16
名

が
活
動
し
ま
し
た
。
又
、
多
く

の
地
域
で
断
水
が
続
い
て
お
り
、

お
盆
の
13
日
に
は
、
給
水
チ
ー

ム
、
第
一
陣
の
出
発
式
を
行
い
、

８
名
の
水
道
課
職
員
が
、
交
替

し
な
が
ら
氷ひ
か
わ川
町
を
中
心
に
活

動
を
続
け
ま
し
た
。

　
現
地
の
市
や
町
の
職
員
は
自

身
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、

罹り
さ
い災

証
明
書
の
発
行
や
災
害
ゴ

ミ
の
対
応
な
ど
、
ま
さ
に
不ふ

み
ん眠

不ふ
き
ゅ
う休

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
方
々
の
援
助
を
行
う
メ
ン

バ
ー
を
市
役
所
で
も
募つ

の
っ
た
と

こ
ろ
、
約
30
名
が
応
募
し
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。
仕
事
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
随ず

い
じ時
、
被
災
地

へ
派
遣
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

又
、
市
民
の
中
で
も
様
々
な
団

体
を
中
心
に
救
援
物
資
を
送
っ

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
発

し
た
り
と
、
様
々
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
で
は
、
九
州
全

体
で
も
、
多
く
の
影
響
が
出

て
お
り
ま
す
。
特
に
鹿
児
島
県

や
宮
崎
県
南
部
は
、
新
幹
線
の

運
休
や
九
州
縦
貫
道
の
通
行
止

め
に
よ
り
、
８
月
の
お
盆
を
含

む
一
ヶ
月
は
、
人
の
動
き
が
大

き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
宿
泊

施
設
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、

観
光
施
設
の
利
用
者
数
は
大
き

被
災
地
支
援

ま
ず
は

～
つ
ぎ
に
、
指
宿
の
元
気
回
復
～

〈
令
和
８
年
熊
本
地
震
を
受
け
て
〉

〈
明
日
は
わ
が
身
〉
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く
減
少
し
ま
し
た
。
当
然
、
私

達
の
指
宿
で
も
相
当
の
影
響
が

あ
り
ま
し
た
。
経
済
的
損
失
も

量は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
は
じ
っ
と
耐
え

な
が
ら
で
き
る
限
り
の
被
災
地

支
援
に
心
を
向
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
困
っ
た
時
は
お
互
い
様

で
す
。「
明
日
は
わ
が
身
」
と
受

け
止
め
て
、
自
分
達
の
町
と
同

じ
気
持
ち
で
支
援
し
て
ゆ
き
ま

す
。

　
今
、
災
害
ゴ
ミ
の
受
け
入
れ

が
可
能
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ

が
来
て
い
ま
す
。
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
な
ら
ば
、
市
民
生
活
に
影
響

が
出
な
い
範
囲
で
、
最
大
限
受

け
入
れ
る
つ
も
り
で
す
。
私
は

東
日
本
大
震
災
の
時
、
国
会
に

お
り
、
そ
の
す
さ
ま
じ
い
ゴ
ミ

の
量
を
見
て
、
九
州
各
県
へ
の

受
け
入
れ
を
お
願
い
し
て
回
っ

た
経
験
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
し
ば
ら
く
は
、
人
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
募
金
な
ど

を
お
願
い
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

市
役
所
や
、
支
所
を
は
じ
め
、

市
内
各
所
に
も
募
金
箱
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
な
ど
、

支
援
団
体
が
使
い
道
を
決
め
て
、

配
分
さ
れ
る
「
募
金
」
と
被
災

さ
れ
た
方
々
に
直
接
届
け
ら
れ
、

生
活
品
の
購
入
や
生
活
費
の
一

部
に
充あ

て
ら
れ
る
「
義ぎ

え
ん援
金
」

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
避
難
所
生
活
が
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
復
旧
の
道
筋
が
見
え
て

き
た
ら
、
熊
本
を
中
心
に
九
州

全
体
の
復ふ

っ
こ
う興

に
向
け
た
活
動
が

本
格
化
し
ま
す
。
私
達
も
、
県

や
関
係
各
市
と
連
携
し
て
指
宿

を
は
じ
め
、
各
地
に
観
光
客
を

呼
び
戻
す
活
動
を
す
る
覚
悟
で

す
。
主
要
な
交
通
網
の
一
日
も

早
い
復
旧
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　
指
宿
で
の
一
番
身
近
な
災
害

は
、
台
風
で
す
。
そ
れ
以
外
で

も
様
々
な
不
測
の
事
態
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
、
と
て
も

大
切
な
事
は
「
正
し
い
情
報
」

を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
す
。

　
指
宿
で
一
番
早
く
確
実
な
情

報
を
得
る
手
段
は
「
指
宿
市
公

式
ラ
イ
ン
」
で
す
。
ま
だ
登
録

し
て
い
な
い
方
は
、
是ぜ

ひ非
、
近

く
に
い
る
ス
マ
ホ
の
得
意
な
人

の
手
を
借
り
て
、
登
録
し
て
下

さ
い
。

　
県
外
に
住
ん
で
い
る
指
宿
出

身
者
は
、
ほ
と
ん
ど
登
録
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
指
宿
に

住
ん
で
い
て
、
市
内
の
様
々
な

情
報
を
知
ら
な
い
方
も
多
数
お

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
台
風
接

近
の
時
「
ど
の
施
設
が
営
業
し

て
い
る
の
か
」「
避
難
所
は
ど
こ

に
開
い
た
か
」「
砂
む
し
や
海
水

浴
場
は
い
つ
か
ら
再
開
す
る
の

か
」
な
ど
、
色
々
な
情
報
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
で
開
催
予
定
の
各
種
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
詳
し
く
わ
か
り

ま
す
。

　

併
せ
て
「
災
害
救
援
マ
ッ

プ
」
も
登
録
す
る
と
便
利
で
す
。

い
つ
で
も
通
行
で
き
な
い
場
所

や
災
害
が
起
き
て
い
る
場
所
が

地
図
上
で
示
さ
れ
、
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
現
場
の
写
真
な
ど
も
見

る
事
が
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
を

使
わ
な
い
方
や
、
デ
ジ
タ
ル
利

用
が
や
や
苦
手
な
方
に
は
、
若

干
遅
く
な
り
ま
す
が
「
広
報
い

ぶ
す
き
」
で
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。
皆
様
に
伝
え
る
べ
き
情

報
を
し
っ
か
り
と
事
前
に
伝
え

る
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
の

で
、
広
報
紙
は
良
く
読
ん
で
も

ら
え
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
も
う
す
ぐ
、

暑
い
夏
も
終
わ
り
で
す
。
自
分

の
お
体
を
ど
う
ぞ
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
‼

〈
情
報
を
得
る
事
が
最
優
先
〉
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※指宿郵便局前
　停留所は廃止。

※黄色枠が追加
　した停留所。

小牧線
（大字小牧全域）
※10月から

新西方・西方線
大字新西方全域
上西・上東
指宿小学校区（大園原・
宮ヶ浜・外城市・十石地区
除く）温湯・木之下・宮
※10月から

新

新

変

新

変

新設されたエリア・路線

変更された路線

（バス）

（あいタク）

（あいタク）

（あいタク）

（あいタク）

（あいタク）

（あいタク）

ふれあいプラザ
なのはな館

【路線バス・あいタク】

※略図のため、詳しくは商工水産課に
　問い合わせてください。

開聞山麓自然公園前

IKEDAKO PAX前

指宿エコキャンプ場前

この範囲の中に
お住まいの方は
あいタクがご自宅まで
送迎します。

新 （バス）

（あいタク）

交通体系が変わります。
あなたの地区はどう変わる？

　深刻なバスの乗務員不足により、９月30日㊌をもって小牧〜指宿医療センターや川尻〜なのはな館をつなぐ
イッシーバスは運行を終了します。イッシーバスを24年間ご利用いただきありがとうございました。

これからは、路線バスと乗合タクシー（以下、あいタク）
が皆さんのお出掛けをサポートします

まずは、地図で確認してください。まずは、地図で確認してください。

42026.9 　　広報いぶすき



※指宿郵便局前
　停留所は廃止。

※黄色枠が追加
　した停留所。

　市民の皆さまに路線バスをさらに利用していただくため、回数券の販売価格の見直しを行います。
○改定後：1,500円（改定前2,000円）
▶販売所／鹿児島交通指宿営業所（７時〜17時）
　　　　　市内14郵便局（９時〜17時）
※郵便局は㊏㊐㊗を除く。指宿郵便局は18時まで。

迫　
北

知林ヶ島〜池田湖線に追加する停留所（抜粋）

指
宿
駅
前

シ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
入
口

シ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
入
口

迫　
北

指
宿
駅
前

タ
イ
ヨ
ー

指
宿
店
前

大
牟
礼

公
民
館
前

南
記
念

ク
リ
ニ
ッ
ク
前

③お得なバス回数券がもっとお得に

1,500円で
3,000円分の
バス乗車券として
ご利用いただけ

ます！次のページで乗合タクシー（あいタク）について紹介します

Before After

路線バスの運行を見直します

①川尻〜なのはな館線の運行開始

②知林ヶ島〜池田湖線の停留所追加

　イッシーバスが走っていたエリアの一部は、新しい路線バスが引き継ぎます。新たな路線の運行開始と、お得に使える
回数券についてご案内します。

　イッシーバスが運行していた区域を補完するため、知林ヶ島〜池田湖線に停留所を追加します。

川尻〜なのはな館までの間で利用する人

イッシーバスを利用していた人

路線バス編

川尻〜なのはな館線（路線バス）

運行経路 開聞山麓自然公園〜なのはな館
（停留所35カ所）

運行時間 市街地行：開聞山麓自然公園 ７時 40 分発
川 尻 行：なのはな館 16 時 40 分発

運 行 日 毎週㊋㊍㊏　※㊗年末年始運休

イッシーバスから引き継がれる停留所
・徳光　　　　
・高尾　　　　
・大山駅前　　　　
・山川病院前
・下里公民館前
・丹波小学校前

・新田ふれあい団地
※新田ふれあい団地は
　なのはな館〜東大川線
　も停車。

※朝一便、夕一便の運行です。

10月１日㊍〜
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乗合タクシー（あいタク）編

帰る時は

行く時

　持続可能な運行体制を維持するために距離に応じた運賃に見直します。
○現行運賃　200円〜500円　○見直し後　300円〜600円　※大人1人の片道運賃。
※運賃はホームページの各路線の利用案内を確認してください。

あいタクがもっと便利になります

　あいタクを利用するには事前に登録が必要です。商工水産課・山 開地域振興課で登録することができます。

電話で名前・利用する日時・乗降場所を伝えてください。
※９時便は前日の17時まで、その他の便は乗車する１時間前までに予約してください。

電話でタクシー会社に予約するか、行きの乗務員に伝えてください。

①あいタクの利用方法（例）

②あいタクの運賃の見直し

❶ 事前に電話予約

❹ あいタクに乗って自宅へ ❺自宅へ到着

❸ 目的の停留所到着

●支払方法：現金のみ　♦小人（小学生以下）・障害者：半額　♦未就学児：同伴1人につき1人無料
※障害がある人の利用は障害者手帳を提示してください。※未就学児のみの利用はできません。　

❷ あいタクに乗って
　 目的地の停留所へ

ホームページ 停留所一覧

　あいタクは市が設置する乗り合い制のタクシーのことです。指宿市民ならどなたでも利用でき、住んでいる地域に応じ
て自宅か最寄りの停留所から乗ることができます。

10月１日㊍〜
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③ 10月からあいタクに新たな路線と便数が追加されます

指宿市地域公共交通乗務員就職奨励金のご案内
　市内の路線バス会社・タクシー会社に就職した人に奨励金を交付します。
▶対象／令和７年10月１日以降に指宿市に営業所を置く路線バス・タクシー事業者に正社員として就職・復職して、
　６カ月経過した次の指宿市民
・バス事業者　　　満65歳未満
・タクシー事業者　満70歳未満　　
▶奨励金／バス乗務員　　　24万円×２回　48万円
　　　　　タクシー乗務員　12万円×２回　24万円
詳しくは市ホームページで確認するか、商工水産課へ問い合わせてください。

　今回交通体系の変更をしました。市は今後も持続可能な交通の仕組みづくりに取り組んでいきますのでご理解とご協力
をよろしくお願いします。

ホームページ

　10月１日㊍から小牧線、新西方・西方線が新設され、運行時間も充実し、あいタク全体で７エリアをカバーします。
各路線の運行日は以下の通りです。

路線名 対象地区 主な停留所 運行日 運行時間

小牧線（新） 大字小牧全域

指宿市街地の
スーパー・

病院・
公共施設など

㊊㊌㊎

市街地行
　9時便・11時便・13時便
郊外行
　11時便・13時便・15時便

新西方・
西方線（新）

大字新西方全域、
上西、上東

指宿校区（大園原、
宮ヶ浜、外城市、

十石を除く）、温湯、
木之下、宮

㊊㊌㊎

池田線 池田小学校区全域 ㊋㊍㊏

魚見線
尾掛、上吹越、

下吹越、
五郎ヶ岡（一部）

㊊㊌㊎

鰻線 鰻 ㊋㊍㊏
市街地行
　9時便・11時便・13時便
郊外行
　11時便・14時便・17時便

尾下線 尾下 ㊊㊌㊎
市街地行
　9時便・11時便・13時便
郊外行
　11時便・13時便・15時便

開聞線 開聞全域

開聞地域の
スーパー・

病院・
公共施設など

十町区域：㊊㊍
上野・仙田区域：㊋㊎
川尻区域：㊌㊏

開聞中心部・赤崎病院・
濵田洋一郎医院行
　9時便・11時便・13時便
開聞各地区行
　10時便・12時便・14時便

※祝日・年末年始（12/31〜１/2）は運休です。
※赤字は10月１日㊍から追加。

※開聞線は指宿・山川方面へは行けません。指宿方面へは、
　JR・路線バスを利用してください。

問商工水産課商工運輸係
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市役所
各庁舎の
ご案内

指宿市役所
指指宿庁舎
山山川庁舎　　　　　
開開聞庁舎

　　　　　
知っとく情報掲示板より楽しく

より暮らしやすく
まちの情報探し

◇指宿市役所の住所　〒891-0497　指宿市十町２４２４番地
◇指宿市ホームページ　https：//www.city.ibusuki.lg.jp

認知症になっても安心して暮らせるまちへ

申問相地域包括支援センター（長寿支援課高齢者支援係）

９月は認知症月間
IBUSUKI PICK UP NEWS CHECK!!

　認知症は誰にでも起こり得る身近な病気です。正しく理解し、早期に気付き、当事者やその家族を地域全体で支
え合うことが大切です。認知症について一緒に考えてみませんか。

認知症とは？
　さまざまな原因で記憶や思考などの脳の働きに不都合をもたらし、生活に支障を来している状態のことです。代
表的な症状には「物忘れ」がありますが、「加齢による物忘れ（ヒントがあれば思い出す）」とは異なり「体験し
たこと自体を忘れてしまう」のが特徴です。

早期発見・早期治療が大切
　早期に診断を受け、適切な治療を始めることで、認知症の進行を遅らせたり、改善可能な病気を発見できたりしま
す。また本人の意思を尊重しながら、今後の生活設計や介護サービスの手続きを余裕をもって進めることができます。

周囲の優しいサポートが安心につながる
　認知症になっても本人の意思や感情はしっかりと残っています。周りの人が変化に気付き、優しく見守ること
で、本人や家族の不安を大きく和らげることができます。
　認知症の人やその家族が安心して地域で暮らしていけるように、本人ができることを生かしながらさりげなく手
助けし、一緒に見守っていきましょう。

認知症や介護についての個別相談会を始めます！
　「これって認知症？」という初期の不安や家族としての関わり方、具体的な介護負担の悩みなど、認知症や介護
の専門職が丁寧に話を伺います。一人で抱え込まず、まずは今の気持ちや困り事を話してみませんか。

▶開設日／�毎月第３㊍（今月は９月17日㊍）
▶時間／�13：30～16：00（１人につき45分程度）
▶場所／�指宿庁舎内会議室
※会議室は長寿支援課窓口から案内します。
▶対象／�市内在住の認知症や介護に不安・悩みがある人
▶相談料／�無料
▶相談の対応者／�ケアマネジャー・看護師・保健師・社会福祉士など
▶申込方法／�電話か長寿支援課窓口へ直接（要予約）
※急ぎの相談も随時受け付けています。詳しくは問い合わせてください。

秘密は固く守られます。
安心してお越しください。

認知症の人と接する時のポイント
①驚かせない
　後ろから声を掛けたりせず、本人の視界に入ってから優しく話しかけましょう
②急がせない
　本人のペースに合わせてじっくり耳を傾けましょう
③自尊心を傷つけない
　間違いを否定したり、子ども扱いしたりせず、一人の大人として尊重しましょう

82026.9 　　広報いぶすき
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指宿市人事行政の運営等の状況
　指宿市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき市職員の給与などの状況をお知
らせします。 問人事秘書課職員厚生係

（２）職員数に関する状況（各年度４月１日現在）

（１）退職・新規採用などの状況　　

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（３）職員の平均年齢・平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）

※職員数は指宿商業高等学校教員・臨時職員を含めていません。

※現在職員数・退職者数・新規採用職員数には派遣中の職員を含めていません。

１  職員の任免と職員数に関する状況

３  職員の給与の状況

２  職員の人事評価の状況

令和7年4月1日
現在職員数 411人  令和7年度

退職者数 16人 令和8年度
新規採用者数 10人 令和8年4月1日

現在職員数 405人

区分
部門

令和7年度
職員数

令和8年度
職員数 増減 区分

部門
令和7年度

職員数
令和8年度

職員数 増減

一
般
行
政
部
門

議 会 6人 6人 0人 特別
行政

教 育 43人 41人 △2人

総 務 96人 94人 △2人 小 計 43人 41人 △2人

税 務 28人 27人 △1人

公営
企業など

水 道 12人 11人 △1人

農 林 水 産 47人 49人 2人 下 水 道 5人 5人 0人

商 工 41人 39人 △2人 そ の 他 34人 35人 1人

土 木 36人 36人 0人 小 計 51人 51人 0人

民 生 34人 31人 △3人

総     計 411人 405人 △6人衛 生 29人 31人 2人

小 計 317人 313人 △4人

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

令和６年度 27,175,894千円 654,394千円 3,869,538千円 14.2%

(参考)
５年度の人件費率

14.2%

職員数
Ａ

給　　　与　　　費 １人当たり
給与費 B/A

( 参考 ) 類似団体平均
１人当たり給与費給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

令和６年度 400人 1,638,525千円 223,510千円 688,348千円 2,550,384千円 6,376千円 6,123千円

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額
指 宿 市 40.８歳 324,390円 52.2歳 355,100円
鹿 児 島 県 43.０歳 322,300円 57.3歳 319,200円 

国 41.９歳 332,237円 51.3歳 294,567円
類 似 団 体 42.６歳 327,221円 52.3歳 312,166円

市 国
管理職 一般職 管理職 一般職

人 事 評 価 を 実 施 し た ○ ○ ○ ○
評価結果区分の設定状況 上位・標準・下位 上位・標準・下位 上位・標準・下位 上位・標準・下位

令和７年４月２日〜令和８年４月１日までにおける運用
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（４）職員期末・勤勉手当の状況（令和６年度支給割合）

（５）退職手当の支給率（令和７年４月１日現在）

（７）特殊勤務手当（６）地域手当（令和７年４月１日現在）

（８）時間外勤務手当

（10）特別職の報酬などの状況（令和７年４月１日現在）

区　　分
市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
支給割合 2.5月分 2.1月分 2.5月分 2.1月分

加算措置の状況 職務の級などによる加算措置
・役職加算　５％～15％

職務上の段階、職務の級などによる加算措置
・役職加算　　 ５％～20％  
・管理職加算　10％～25％

　　　　　　　　　市 　　　　　　　　　国
自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年

勤続20年 19.6695月分 26.3655月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分
その他 定年前早期退職特例措置あり（3～45％） その他 定年前早期退職特例措置あり（3～45％）

支給実績（令和６年度決算） 59,363千円

職員１人当たり平均支給額 158千円

区　　分
給料月額など

期末手当
減額前 減額後 類似団体における最高／最低額

給
料
・
報
酬

市　長 812,000円 690,200円 985,000円　／　391,500円

６月期 1.65月分
12月期 1.70月分

計 3.35月分

副市長 635,000円 590,550円 790,000円　／　420,000円
議　長 388,000円 － 545,000円　／　230,000円
副議長 310,000円 － 475,000円　／　200,000円
議　員 286,000円 － 442,000円　／　180,000円

支給実績（令和６年度決算） 4,735千円

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算） 118,375円

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度） 9.3%

手当の種類（手当数）・名称 

９種類 
防疫手当・福祉手当・行旅病人及び行旅死亡人取扱手当・徴収手当・国土調
査業務手当・用地交渉等手当・火葬場業務手当・教員特殊業務手当・教育業
務連絡指導手当

支給実績（令和６年度決算） 0円
支給職員１人当たり平均支給
年額（令和６年度決算） 0円

支給対象地域 支給率 支給対象
職員数

国の制度
（支給率）

東京都特別区 20％ 0人 20％

大阪府大阪市 16％ 0人 16％

福岡県福岡市 ９％ 0人 ９％

手　 当　 名 内容・支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（令和６年度決算）

支給職員１人当たり 
平均支給年額

（令和６年度決算）

扶 養 手 当
子11,500円、妻3,000円、子・妻以外6,500円
扶養親族のうち16歳に達する年度初めから22歳に達す
る年度末までの子は１人につき5,000円加算

同じ － 48,759千円 232,185円 

住 居 手 当 借家　支給限度額28,000円 同じ － 36,816千円 239,064円 

通 勤 手 当
交通機関利用者　支給限度額55,000円

異なる 距離区分に
上限あり 18,255千円 63,606円 

交通用具利用者　支給限度額13,500円

管 理 職 手 当 部長級47,000円・課長級38,000円・参事級30,000
円 異なる 金額 19,737千円 459,000円

管 理 職 員 特
別 勤 務 手 当

管理職員が、臨時・緊急の必要により週休日や平日深
夜（0時〜5時）に勤務した場合に支給
勤務1回につき6,000円（6時間を超える場合9,000円）

同じ － 295千円  10,172円

（９）その他の手当（令和７年４月１日現在）

（令和６年度支給割合）
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（２）休暇制度   

※上記以外に病気休暇・特別休暇などがあります。

（１）勤務条件に関する措置の状況　　　　　　なし
（２）不利益処分に関する審査請求の状況　　　なし

（１）勤務時間

４  職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

５  職員の休業に関する状況

12  その他

 区　　　分  標準の勤務時間など
勤 務 を 要 す る 日 毎週㊊～㊎（週５日間）※祝日と12月29日～１月３日を除く。
１日当たりの勤務時間 ８時30分～17時15分（休憩時間：12時～13時）
１週間当たりの勤務時間 38時間45分

休暇の種類  内容 取得実績
年 次 有 給 休 暇 １年につき20日。前年に未使用日数がある場合、最大20日を翌年に繰り越し 平均11.29日/人
介 護 休 暇 ３回を超えず、通算して６月を超えない範囲 0人

（１）職員の健康診断 （２）公務災害補償の状況

（令和７年4月1日～令和８年3月31日）

９　職員の研修

６  職員の分限と懲戒処分の状況 ７　職員の服務について

10  職員の福祉と利益の保護の状況

11  障害者である職員の任免に関する状況

研　修　名 研修者数 研　修　内　容

鹿児島県市町村振興
協会など  117人  一般研修・特別研修など

市単独研修 337人 健康管理講演会・新規採用職員研
修など

処分内容 処分者数 処分内容 処分者数

分
限
処
分

免　職 ０人 懲
戒
処
分

免　職 ０人
降　任 ０人 停　職 １人
休　職 ４人 減　給 ０人
降　給 ０人 戒　告 ０人
失　職 ０人

種類 回数 受診者数 加入団体名 災害件数
レ ン ト ゲ ン 撮 影 １回／年 226人 地 方 公 務 員 

災 害 補 償 基 金 
鹿 児 島 県 支 部

2件職 場 健 康 診 断 １回／年 229人
人間ドック（１日・２日・脳） １回／年 166人

　地方公務員法第30条の規定により、職員は、全体の奉仕者と
して公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たっては全力を挙
げてこれに専念しなければならないとされています。
　この服務の根本基準を実行するために職員には地方公務員法の
規定により次のような職務上の義務があります。
　法令及び上司の職務上の命令に従う義務・信用失墜行為の禁
止・秘密を守る義務・職務に専念する義務・政治的行為等の制
限・争議行為等の禁止・営利企業等の従事制限

８　職員の退職管理について
　市は、営利企業などに再就職した元職員に対し、離職前５年間の
職務に属する契約などの事務に関し、離職後２年間、職務上の行為
をするように、またはしないように現職職員に働きかけることなど
を禁止しています。
　また、管理監督の地位にあった元職員が、離職後２年間、営利企
業などに再就職した場合は離職した際の任命権者に再就職情報を届
け出るよう義務付けています。

（令和７年4月1日～令和８年3月31日）

（令和７年4月1日～令和８年3月31日）

（令和７年4月1日～令和８年3月31日）
法定雇用障害者数の算定の基礎

となる職員の数 障害者数 障害者
実雇用率 法定雇用率

741.5 人 21人 2.83% 2.8%

※法定雇用障害者数の算定の基礎となる職員の数は会計年度任用職員も含んでおり、短時間勤務職員（週の所定労働時間が20時間以上30時間未満
　の職員）については、１人の任用をもって0.5人と計算しています（週の所定労働時間が20時間未満勤務の職員は算定対象外）。
※障害者数は重度心身障害者については１人を２人に相当するものとして計算し、短時間勤務職員を0.5人に相当するものとして計算しています。

休暇の種類 内容 取得実績

育 児 休 業  子が３歳に達する日まで 男性職員 ５人
女性職員 19人

部 分 休 業  子が小学校就学の始期に達するまで。１日２時間以内　 男性職員 ０人
女性職員 18人
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も
、
消
防
団
活

動
中
に
負
傷
し
た
場
合
の
公
務

災
害
補
償
や
活
動
に
必
要
な
被

服
の
貸
与
、
功
労
や
功
績
が
あ

っ
た
場
合
の
表
彰
制
度
、
一
定

期
間
勤
務
し
て
退
団
し
た
際
の

退
職
報
奨
金
の
支
給
な
ど
が
あ

り
ま
す

▼
応
募
資
格
／
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
女
性

▼
申
込
方
法
／
電
話

申 
問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

学
校
事
務
補
助
員
・
学
校

図
書
館
事
務
職
員

会
計
年
度
任
用
職
員
（
パ
ー
ト
）

▼
募
集
人
数
／
若
干
名

▼
勤
務
先
／
市
内
小
中
学
校

▼
期
間
／
令
和
９
年
４
月
１
日
～

令
和
10
年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間
／
１
日
７
時
間

▼
勤
務
内
容（
学
校
事
務
補
助
員
）

・
環
境
整
備
と
環
境
美
化
に
関
す

る
業
務

・
学
校
運
営
の
補
助
業
務
な
ど

▼
勤
務
内
容
（
学
校
図
書
館
事
務

職
員
）

・
学
校
図
書
館
の
運
営
や
蔵
書
管

　
理

・
読
書
指
導
や
調
べ
学
習
の
補
助

な
ど

▼
報
酬
／
月
額
20
万
１
１
０
０
円

▼
申
込
方
法
／
申
込
書
類
を
郵
送

か
持
参

▼
申
込
締
切
日
／
10
月
14
日
㊌

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

募
集
要
綱
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

問
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

10
月
18
日
㊐
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

 

い
ぶ
す
き
か
け
っ
こ
参
加
者

　
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
が
対
象
の
、
50
ｍ
徒
競
走
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
㉓
１
０
１
４

郷
土
会
参
加
者

関
東
指
宿
会
「
第
49
回
ふ
る
さ
と

指
宿
の
集
い
」

▼
日
時
／
10
月
10
日
㊏
11
時
～

▼
場
所
／
第
一
ホ
テ
ル
両
国
（
東

京
都
墨
田
区
横
綱
１-

６-

１
）

▼
会
費
／
１
万
円

▼
申
込
方
法
／
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
メ
ー
ル

▼
申
込
締
切
日
／
９
月
30
日
㊌

申 

問
事
務
局　
亀
之
園

　
☎
０
９
０-

１
８
１
９-

２
１
５
９

　
☎・
Ｆ（
０
４
２
）３
７
７-

２
２

　
７
８

　
ta-kam

enosono@
ttv.ne.jp

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報
（
ア
ラ

ー
ト
）
が
発
表
さ
れ
た
際
の
指
定

暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
）
と
し
て
、
次
の
施
設

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

▼
施
設
／
指
宿
・
山
川
・
開
聞
庁

舎
・
市
内
14
郵
便
局
・
米
永
書

店
・
市
内
２
鹿
児
島
銀
行
な
ど

※
利
用
可
能
時
間
な
ど
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
増
進
課
地
域
保
健
係

９
月
の
粗
大
ご
み
収
集

　
特
大
の
指
定
ご
み
袋
（
縦
90
㎝

×
横
80
㎝
）
に
入
ら
な
い
ご
み
が

粗
大
ご
み
で
す
。
収
集
所
が
通
常

と
異
な
る
の
で
詳
し
く
は
公
民
館

長
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
日
・
地
区

・
９
月
19
日
㊏
柳
田
・
池
田
校
区

・
９
月
23
日
㊌
川
尻
区
・
松
原
田

　
集
落

▼
収
集
時
間

　
７
時
～
８
時
30
分

※
収
集
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ

　
い
。

問
環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係

秋
の
ク
リ
ー
ン
指
宿

　
ク
リ
ー
ン
指
宿
は
快
適
で
住
み

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
市

民
参
加
に
よ
る
清
掃
作
業
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日

　
10
月
11
日
㊐(

荒
天
中
止)

問
ク
リ
ー
ン
指
宿
市
民
会
議
事
務

　
局
（
指
宿
青
年
会
議
所
内
）

☎
㉒
５
５
５
０

菜
の
花
の
種
を

無
料
配
布
し
ま
す

　
訪
れ
た
観
光
客
を
い
っ
ぱ
い
の

菜
の
花
で
歓
迎
す
る
た
め
、
種
の

無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

　
自
宅
や
地
域
な
ど
を
菜
の
花
で

彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
配
布
期
間

　

10
月
１
日
㊍
～
10
月
30
日
㊎

（
㊏
㊐
㊗
は
除
く
。無
く
な
り

次
第
終
了
）

▼
配
布
場
所
／
観
光
施
設
管
理
課
、

山 

開
地
域
振
興
課
、
時
遊
館
Ｃ

　
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

問
観
光
施
設
管
理
課
観
光
施
設
管

　
理
係

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会

お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　
第
44
回
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
お
も
て
な
し
あ
ふ
れ

る
大
会
と
し
て
開
催
で
き
る
よ
う
、

事
前
登
録
の
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
大
会
で
、
自
主
的
に

お
も
て
な
し
を
計
画
さ
れ
て
い
る

個
人
・
団
体
の
皆
さ
ま
は
、
事
前

に
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
期
間
／
９
月
１
日
㊋
～

▼
登
録
方
法

　
実
行
委
員
会
事
務
局
に
お
電
話

い
た
だ
く
か
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
登
録

し
て
く
だ
さ
い

※
記
念
品
な
ど
を
進
呈
し
ま
す
。

申 

問
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
指

宿
市
観
光
協
会
内
）

　
☎
㉒
２
５
５
０

　
nanohana@

ibusuki.or.jp

女
性
消
防
団
員

▼
主
な
活
動

　
市
民
防
火
の
日
に
行
う
広
報
や
、

定
例
会
、
救
急
・
救
命
講
習
補

助
、
他
に
も
各
種
訓
練
・
大
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す

お
知
ら
せ

募
集

ホームページ

お
知
ら
せ

ホームページ

122026.9　　広報いぶすき
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92
万
６
５
０
０
円
以
下
で
あ
る

人
）
に
は
、
補
足
的
老
齢
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

・
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者

・
前
年
の
所
得
（
※
）
が
４
７
９

万
４
０
０
０
円
以
下

遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者

・
前
年
の
所
得
（
※
）
が
４
７
９

万
４
０
０
０
円
以
下

※
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
な
ど
の

非
課
税
収
入
は
、
給
付
金
の
判

定
所
得
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
判
定
所
得
額
は
、
年
金

受
給
者
の
扶
養
親
族
な
ど
の
人

数
に
応
じ
て
金
額
が
増
額
さ
れ

ま
す
。

▼
給
付
額
（
月
額
）

老
齢
（
補
足
的
老
齢
）
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金

・
保
険
料
納
付
済
期
間
な
ど
に
応

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
（
補
足

的
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
が
支
給
さ
れ
る
人
は
、
納
付

済
期
間
な
ど
の
他
、
前
年
の
年

金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額

の
合
計
に
よ
っ
て
給
付
額
が
変

わ
り
ま
す
）

障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

・
障
害
等
級
２
級
の
人

　
５
６
２
０
円

・
障
害
等
級
１
級
の
人

　
７
０
２
５
円

遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

・
５
６
２
０
円

※
２
人
以
上
の
子
が
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、

５
６
２
０
円
を
子
の
数
で
割
っ

た
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
給
付
期
間

　
原
則
と
し
て
、
前
年
の
所
得
額

に
よ
り
認
定
し
、
10
月
分
か
ら

翌
年
の
９
月
分
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す

▼
手
続
き

す
で
に
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受

け
て
い
る
人
の
場
合

　
支
給
が
決
定
し
た
人
で
、
翌
年

度
以
降
も
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
は
、
新
た
に
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得
情

報
な
ど
を
確
認
し
、
支
給
要
件
を

満
た
す
人
に
は
継
続
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
支
給
要
件
を
満
た
さ
な

く
な
っ
た
人
に
は
不
該
当
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
不
該
当
通
知
を
受
け
た
人
が
世

帯
構
成
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、

支
給
要
件
を
満
た
す
よ
う
に
な

っ
た
場
合
は
、
再
度
申
請
が
必

要
で
す
。
（
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
）

前
年
は
給
付
金
非
該
当
だ
が
、
新

た
に
対
象
と
な
る
場
合
（
す
で
に

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
）

　
対
象
と
な
る
基
礎
年
金
を
受
給

中
の
人
で
、
令
和
７
年
度
は
支
援

給
付
金
支
給
対
象
外
（
非
該
当
）

で
あ
っ
て
も
、
令
和
８
年
度
に
新

た
に
対
象
と
な
る
見
込
み
の
人
に

は
、
９
月
以
降
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
人
は
、
同
封

の
は
が
き
（
請
求
書
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
速
や
か
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
給
付
金
請
求
を
す
る
場
合

　
新
た
に
対
象
と
な
る
基
礎
年
金

の
請
求
を
さ
れ
る
人
で
支
援
給
付

金
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、

支
援
給
付
金
も
同
時
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
よ
り

支
給
決
定
通
知
書
も
し
く
は
不
該

当
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
年
金
の
請
求
と
同
時
に
請
求
を

し
た
場
合
、
支
援
給
付
金
の
通

知
は
年
金
証
書
が
送
付
さ
れ
た

後
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
支
援
給
付
金
は
、
基
礎
年
金
と

同
じ
口
座
で
同
じ
日
に
、
年
金

と
は
別
に
振
り
込
ま
れ
ま
す

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
鹿
児
島
南
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９-

２
５
１-

３
１
１
１

　
市
民
課
年
金
係　

　
山
市
民
福
祉
課
市
民
税
務
係　

　
開
市
民
福
祉
課
市
民
税
務
係

お
知
ら
せ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

年
金
を
含
め
て
も
所
得
が
一
定
額

以
下
の
人
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
日
本
国
内
に
住
所
が

な
い
場
合
、
年
金
が
全
額
支
給
停

止
の
場
合
、
刑
事
施
設
な
ど
に
拘

禁
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
給
付
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
給
付
金
の
種
類

　
給
付
金
の
種
類
ご
と
に
、
支
給

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す

老
齢
（
補
足
的
老
齢
）
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金

・
65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
者

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
民
税
非

課
税

・
前
年
の
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
金
額
と
そ
の
他
の
所
得
の

合
計
額
が
昭
和
31
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、

92
万
４
１
０
０
円
以
下
（
昭
和

31
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
は
92
万
６
５
０
０
円
）

※
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
は
、
82
万
４
１
０
０

円
を
超
え
92
万
４
１
０
０
円
以

下
で
あ
る
人
（
昭
和
31
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

は
、
82
万
６
５
０
０
円
を
超
え

第
３
回
市
議
会
定
例
会

　
定
例
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。
議
会
の
傍
聴
は
、
市
政
を

知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
／
指
宿
庁
舎
３
階

・
議
場
（
本
会
議
）

・
議
員
控
室
（
委
員
会
）

▼
議
会
中
継
（
本
会
議
の
み
）

・
指
宿
庁
舎
３
階
大
会
議
室

・
山
川
庁
舎
市
民
の
ひ
ろ
ば

・
開
聞
庁
舎
ロ
ビ
ー

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
（
市
ホ　

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

問
市
議
会
事
務
局

議会中継

期　日 予　　　定
８月28日㊎ 本会議（招集、会期の決定、議案の上程など）
９月１日㊋ 総務厚生委員会
２日㊌ 産業文教委員会
14日㊊

本会議（一般質問）15日㊋
16日㊌
29日㊋ 本会議（委員長報告、表決など）

日程表  （各会議は10時から開催予定）

※日程を変更することがあります。
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お
知
ら
せ

・
が
ん
・
難
病
・
精
神
疾
患
な
ど

慢
性
的
な
病
気
の
あ
る
家
族
の

看
病
を
し
て
い
る

問
こ
ど
も
課
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
㉓
１
０
６
３　

　
児
童
相
談
所
（
全
国
共
通
）

　
☎
１
８
９

　
子
ど
も
家
庭
１
１
０
番

　
☎
０
９
９-

２
７
５-

４
１
５
２

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

各
種
資
格
取
得
の
支
援

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
へ
資
格

取
得
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
過
去
の
受
給
者
は

原
則
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

▼
対
象
／
仕
事
・
育
児
と
修
業
の

両
立
が
困
難
な
人
で
、
資
格
取

得
の
た
め
養
成
機
関
で
６
月
以

上
学
び
取
得
す
る
見
込
み
の
人

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
か
同

等
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と
。

▼
対
象
の
資
格
／
看
護
師
・
介
護

福
祉
士
・
保
育
士
な
ど

▼
支
給
額
（
月
額
）

・
非
課
税
世
帯
10
万
円
（
修
了
ま

で
の
１
年
14
万
円
）

・
課
税
世
帯
７
万
５
０
０
円
（
修

了
ま
で
の
１
年
11
万
５
０
０
円
）

▼
支
給
期
間
／
最
長
４
年

※
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
１
日

も
出
席
し
な
か
っ
た
月
が
あ
る

10
万
円
以
下
、
通
学
ま
た
は
通

学
お
よ
び
通
信
併
用
の
場
合

４
千
円
以
上
20
万
円
以
下
）

②
講
座
を
修
了
し
た
時

　
受
講
費
用
の
５
割
か
ら
①
を
除

い
た
額
（
通
信
制
の
場
合
開
始

時
と
合
わ
せ
て
４
千
円
以
上

12
万
５
千
円
以
下
、
通
学
ま
た

は
通
学
お
よ
び
通
信
併
用
の
場

合
開
始
時
と
合
わ
せ
て
４
千
円

以
上
25
万
円
以
下
）

③
修
了
日
以
降
、
２
年
以
内
に
認

　
定
試
験
に
合
格
し
た
時

　
受
講
費
用
の
１
割

　
（
通
信
制
の
場
合
開
始
時
・
修

了
時
と
合
わ
せ
て
15
万
円
以
下
、

通
学
ま
た
は
通
学
お
よ
び
通
信

併
用
の
場
合
開
始
時
・
修
了
時

と
合
わ
せ
て
30
万
円
以
下
）

問
こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

　
協
賛
店
舗
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提

示
す
る
と
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
協
賛
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　
妊
娠
中
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も　

　
が
い
る
県
内
在
住
の
世
帯

▼
申
請
・
受
取
方
法
（
２
種
類
）

①
デ
ジ
タ
ル
パ
ス
ポ
ー
ト

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
申
請

②
カ
ー
ド
パ
ス
ポ
ー
ト

　
こ
ど
も
課
・
山 

開
市
民
福
祉
課

　
窓
口
で
申
請

▼
協
賛
店
舗
募
集
中

　
協
賛
店
舗
の
登
録
申
請
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
請

・
県
子
ど
も
政
策
課
へ
申
請
書
を

郵
送
（
申
込
様
式
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
〒
８
９
０-

８
５
７
７

　
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10 -

１

　
鹿
児
島
県
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
０
０

問
こ
ど
も
課
こ
ど
も
保
育
係

発
達
障
害
福
祉
月
間

　
発
達
障
害
へ
の
関
心
と
正
し
い

理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
９
月

を
発
達
障
害
福
祉
月
間
と
定
め
て

全
国
的
な
広
報
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
障
害
が
あ
っ
て
も
一
人

一
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け

る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
相
談

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
「
家
族
の

介
護
、
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の

世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
子
ど
も
・
若
者
」
と
さ

れ
、
支
援
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
自
身
や
家
族
に
自
覚
が

な
い
た
め
表
面
化
し
に
く
く
、
責

任
や
負
担
の
重
さ
に
よ
り
学
業
や

友
人
関
係
に
影
響
が
及
び
ま
す
。

自
分
や
家
族
の
こ
と
、
家
族
の
世

話
と
学
校
の
両
立
で
悩
ん
で
い
る

場
合
や
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
見

か
け
た
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
例

・
障
害
や
病
気
の
あ
る
家
族
に
代

わ
り
買
い
物
・
料
理
・
掃
除
・

洗
濯
な
ど
の
家
事
を
行
っ
て
い

る
、
ま
た
は
身
の
回
り
の
世
話

を
し
て
い
る 

・
幼
い
き
ょ
う
だ
い
・
障
害
や
病

気
の
あ
る
き
ょ
う
だ
い
の
世
話

や
見
守
り
を
し
て
い
る 

・
目
を
離
せ
な
い
家
族
の
見
守
り

や
声
掛
け
な
ど
の
気
遣
い
を
し

て
い
る

・
日
本
語
が
第
一
言
語
で
な
い
家

族
の
た
め
に
通
訳
を
し
て
い
る 

・
家
計
を
支
え
る
た
め
に
労
働
を

し
て
い
る 

・
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン

ブ
ル
問
題
を
抱
え
る
家
族
に
対

応
し
て
い
る 

場
合
、
当
該
月
に
つ
い
て
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

▼
対
象
／
就
業
経
験
や
技
能
か
ら

訓
練
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

で
、
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
向
上
の

た
め
指
定
講
座
を
修
了
し
た
人

（
事
前
に
対
象
講
座
の
指
定
を

受
け
る
必
要
あ
り
）

▼
支
給
額
／
受
講
費
用
の
６
割

・
一
般
教
育
訓
練
給
付
金
の
場
合

　
１
万
２
千
円
以
上
20
万
円
以
下

・
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
の

場
合

　
１
万
２
千
円
以
上
１
６
０
万
円　

　
以
下

高
卒
認
定
試
験
合
格
支
援
給
付
金

▼
対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

と
20
歳
未
満
の
子
ど
も
で
、
就

職
や
キ
ャ
リ
ア
向
上
の
た
め

「
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
」
向
け
の
講
座
を
修
了
し
た

人
と
、
試
験
で
全
科
目
合
格
し

た
人

▼
対
象
の
講
座

・
高
卒
認
定
試
験
向
け
の
講
座
で
、

市
長
が
適
当
と
認
め
た
も
の

（
事
前
に
対
象
講
座
の
指
定
を

受
け
る
必
要
あ
り
）

※
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度

　
の
対
象
者
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
給
付
額

①
講
座
を
開
始
し
た
時

　
受
講
費
用
の
４
割

　
（
通
信
制
の
場
合
４
千
円
以
上

ＷＥＢサイト
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Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
の
販
売
日

▼
場
所
／
山
川
農
業
セ
ン
タ
ー

　
（
Ｊ
Ｒ
西
大
山
駅
近
く
の
山
川

　
西
中
学
校
跡
地
）

▼
対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
市
内

で
使
用
す
る
人

▼
時
間
／
10
時
～
14
時

▼
価
格
／
１
ℓ
当
た
り
30
円
（
１

人
１
０
０
ℓ
ま
で
）

※
き
れ
い
に
洗
っ
た
容
器
を
持
参　

　
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　
（
担
当
・
岡お

か
も
と本
）

　
農
政
課
畜
産
振
興
係
（
い
ぶ
す　

　
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　
全
国
で
毎
年
３
０
０
件
以
上

農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
県
で
は
、
農
繁
期
の
９
月

～
10
月
を
「
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ

ロ
運
動
」
の
期
間
と
し
、
事
故
の

未
然
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

・
一
人
一
人
が
農
作
業
の
安
全
を

意
識
し
な
が
ら
、
周
囲
か
ら
の

声
掛
け
を
行
い
、
農
作
業
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

・
動
作
ご
と
に
安
全
確
認
を
行
い

ま
し
ょ
う

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
時
は
、
安

全
フ
レ
ー
ム
を
装
着
し
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着

し
て
公
道
を
走
行
す
る
際
は
、

十
分
な
道
幅
を
確
保
し
、
灯
火

器
を
設
置
し
て
、
安
全
運
転
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
路
肩
ま
で
草
刈
り
を
行
い
、
路

面
と
側
溝
な
ど
の
境
界
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
機
械
の
詰
ま
り
を
取
り
除
く
際

は
、
機
械
の
動
作
を
静
止
し
て

か
ら
作
業
を
し
ま
し
ょ
う

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
い
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

・
も
し
も
の
備
え
に
、
労
災
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

問
農
政
課
畜
産
振
興
係

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ

ウ
ム
シ
の
侵
入
防
止
に
ご
協
力
を

　
特
殊
病
害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド

キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が

発
生
・
ま
ん
延
す
る
と
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
栽
培
や
移
動
が
制
限
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
経
済
的
に
大

き
な
影
響
が
出
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
次
の
と
お
り
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
サ
ツ
マ
イ
モ
の
処
分
方
法

　
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
切
れ
端
は
、

庭
先
な
ど
に
捨
て
ず
生
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
サ
ツ
マ
イ
モ
の
保
管
方
法

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
虫
の
入
ら
な

い
容
器
に
入
れ
て
家
の
中
で
保

管
し
ま
し
ょ
う
。
保
管
す
る
場

合
、
直
接
地
面
に
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

※
虫
が
食
べ
た
跡
や
、
虫
が
付
い

て
い
る
の
を
見
付
け
た
ら
、
す

ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
園
芸
振
興
係

収
入
保
険
制
度
の

加
入
受
付
に
つ
い
て 

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
の
収
入
減
少
を
補
塡て

ん
す
る
た
め
、

来
年
分
の
収
入
保
険
制
度
加
入
申

請
を
受
付
し
て
い
ま
す
。 

　
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や

市
場
価
格
の
低
下
、
け
が
・
病
気

で
収
穫
が
で
き
な
い
な
ど
の
リ
ス

ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
る
制
度
で
、

基
準
収
入
の
９
割
（
最
大
）
を
下

回
っ
た
場
合
、
下
回
っ
た
額
の
９

割
を
上
限
と
し
て
補
塡
し
ま
す
。

農
業
経
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
回
避

の
た
め
に
も
早
期
加
入
申
請
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

▼
保
険
料
の
助
成

　
市
は
青
年
等
就
農
計
画
認
定
期

間
内
の
農
業
者
ま
た
は
認
定
期

間
終
了
後
３
年
以
内
の
認
定
農

家
の
人
に
、
保
険
料
の
一
部
を

最
大
３
年
間
助
成
し
ま
す

▼
保
険
期
間

　
個
人
は
１
月
～
12
月
。
法
人
は

会
計
期
間
と
同
期
間

▼
申
込
期
限
／
個
人
は
12
月
、
法

人
は
決
算
月
ま
で

▼
支
払
方
法

　
一
括
ま
た
は
分
割 

申 

問
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合 

　
南
薩
支
所
収
入
保
険
課 

　
☎
０
９
９
３-

５
８-

３
１
０
０　

問
農
政
課
農
業
制
度
係

サ
ル
に
注
意

　
野
生
の
サ
ル
が
目
撃
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
へ
の
危
害
も
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ル
を
見
掛
け
た
ら

・
近
づ
か
な
い

　
興
味
本
位
で
近
づ
く
と
襲
っ
て

き
ま
す

・
目
を
見
な
い　

　
目
を
見
る
こ
と
が
威
嚇
に
な
り

興
奮
を
助
長
し
ま
す

・
走
っ
て
逃
げ
な
い

　
追
い
掛
け
て
く
る
こ
と
が
あ
る

の
で
さ
り
げ
な
く
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う

サ
ル
を
呼
び
寄
せ
な
い
た
め
に

・
餌
を
絶
対
に
与
え
な
い

　
餌
を
与
え
る
と
人
に
慣
れ
、
人

を
甘
く
見
る
よ
う
に
な
り
ま
す

・
餌
に
な
る
物
を
置
か
な
い

　
自
由
に
食
べ
る
こ
と
を
覚
え
、

　
人
里
を
恐
れ
な
く
な
り
ま
す

※
特
に
ビ
ワ
や
ミ
カ
ン
・
柿
を
好

む
た
め
実
っ
て
も
食
べ
な
い
場

合
は
処
分
す
る
な
ど
放
置
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
鳥
獣
へ
の
餌
付
け
は
絶
対
に

し
な
い
で

　
人
慣
れ
に
よ
る
ふ
ん
害
な
ど
の

生
活
被
害
や
生
態
系
バ
ラ
ン
ス
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
餌
付
け
は

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

　
宅
地
や
公
園
な
ど
に
放
置
さ
れ

た
ご
み
や
農
作
物
な
ど
も
意
図
せ

ぬ
餌
付
け
と
な
る
の
で
、
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

　
ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

お
知
ら
せ

10月 ７日㊌ 18日㊐
11月 ４日㊌ 15日㊐
12月 ２日㊌ 20日㊐
１月 ６日㊌ 17日㊐
２月 ３日㊌ 21日㊐
３月 ３日㊌ 21日㊐

ＬＯＶＥいぶすき販売日

ホームページ
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９
月
は
市
税
徴
収
強
化
月
間

　
市
税
は
福
祉
や
教
育
な
ど
住
民

サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
の
重
要
な

財
源
で
す
。
滞
納
す
る
こ
と
は
市

の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
き
ま
す
。
納
期
限

内
に
納
付
し
た
人
と
納
付
し
て
い

な
い
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

に
も
、
財
産
調
査
・
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

滞
納
処
分
の
強
化

・
財
産
調
査
と
差
し
押
さ
え
の
強

化
、
勤
務
先
・
金
融
機
関
・
生

命
保
険
会
社
な
ど
を
調
査
し
、

差
し
押
さ
え
て
、
滞
納
し
て
い

る
市
税
に
充
て
ま
す

・
滞
納
者
の
住
居
な
ど
に
立
ち
入

　
り
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
財
産

　
を
捜
す
こ
と
が
で
き
る
強
制
調

　
査
を
行
い
ま
す

納
税
相
談

　
失
業
や
災
害
な
ど
で
納
付
が
難

し
い
人
は
収
支
状
況
の
聞
き
取
り

を
行
っ
た
上
で
、
納
付
計
画
の
相

談
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
税
務
課
納
税
係

下
水
道
事
業
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を

　
下
水
道
は
、
日
常
生
活
か
ら
出

る
汚
水
を
終
末
処
理
場
に
集
め
、

化
学
的
・
衛
生
的
に
処
理
し
て
、

川
や
海
に
き
れ
い
な
水
を
戻
す
た

め
の
事
業
で
す
。

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

　
整
備
さ
れ
た
下
水
道
も
、
大
切

に
使
わ
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
生
活

に
役
立
ち
ま
せ
ん
。
下
水
道
が
使

用
で
き
る
区
域
は
、
下
水
道
へ
の

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と

　
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
汚
水

は
地
中
の
下
水
道
管
か
ら
終
末
処

理
場
へ
流
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

下
水
道
管
の
詰
ま
り
を
防
ぎ
、
汚

水
が
速
や
か
に
流
れ
る
よ
う
、
ト

イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
一
人
一
人
が
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
水
道
課
工
務
係

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間

　
令
和
７
年
の
全
国
の
自
殺
者
数

は
１
９
１
８
８
人
。
そ
の
う
ち
小

中
高
生
の
自
殺
者
数
は
５
３
８
人

と
過
去
最
多
で
し
た
。

　
自
殺
の
き
っ
か
け
は
過
労
、
生

活
困
窮
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
人

間
関
係
の
悩
み
、
学
業
の
悩
み
な

ど
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
出
来
事

で
す
。
周
囲
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
が
い
る
場
合
は
、
寄
り
添
っ

て
話
を
聞
き
、
必
要
で
あ
れ
ば
専

門
機
関
へ
の
相
談
を
勧
め
て
く
だ

さ
い
。
自
殺
は
決
し
て
個
人
の
問

題
で
は
な
く
、
身
近
な
社
会
問
題

で
す
。
自
殺
に
つ
い
て
の
誤
解
や

偏
見
を
な
く
し
、
社
会
全
体
で
自

殺
を
防
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
啓
発
活
動
／
指
宿
図
書
館
と
山

川
図
書
館
で
関
連
書
籍
の
展
示

を
し
て
い
ま
す

問
健
康
増
進
課
保
健
事
業
係

公
証
人
役
場
に
よ
る

無
料
相
談
会

　
将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
／
９
月
９
日
㊌
13
時
～
14

時
30
分

　
※
１
人
当
た
り
30
分
。

▼
場
所
／
指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容
／
公
証
人
に
よ
る
遺

言
、
任
意
後
見
制
度
（
任
意
後

見
契
約
）、
尊
厳
死
宣
言
の
他
、

死
後
事
務
委
任
契
約
、
家
族
信

託
な
ど
の
各
種
契
約
に
関
す
る

相
談
が
で
き
ま
す

※
公
証
人
の
職
務
は
公
証
業
務
に

限
ら
れ
る
た
め
、
公
証
業
務
に

関
係
の
な
い
一
般
的
な
法
律
相

談
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法
／
電
話

▼
申
込
締
切
日
／
９
月
８
日
㊋

▼
そ
の
他
／
次
回
は
11
月
を
予
定

し
て
い
ま
す

申 

問
鹿
児
島
公
証
人
合
同
役
場

　
☎
０
９
９-

２
２
２-

２
８
１
７

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

共
創
の
場
づ
く
り
事
業

　
ス
マ
ホ
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

操
作
方
法
な
ど
の
困
り
事
に
つ
い

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
は

無
料
で
予
約
不
要
で
す
。

▼
日
時
／
９
月
14
日
㊊
14
時
～
15

時
▼
場
所
／
デ
ィ
ー
リ
ン
ク
ス
（
Ｊ

Ｒ
指
宿
駅
２
階
）

申 

問
デ
ィ
ー
リ
ン
ク
ス

　
☎
㉒
１
１
１
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の

け
が
・
事
故
を
補
償

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活

動
な
ど
で
の
市
民
の
万
一
の
け
が

や
事
故
を
補
償
す
る
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
保
険
料
や
事
前
申

込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
の
活
動
／
市
民
団
体
主
催

の
公
共
性
の
あ
る
無
報
酬
の
活

動
（
社
会
教
育
活
動
・
自
治
会

活
動
・
交
通
安
全
活
動
・
市
事

業
へ
の
協
力
な
ど
）

▼
補
償
対
象
の
種
類
と
金
額

問
地
域
づ
く
り
課
協
働
推
進
係

お
知
ら
せ

催告書に使用する封筒

種　類 補償限度額

他者に 
損害を 

与えた場合 
（賠償責任保険）

身体賠償
１人につき6,000万円
１件につき３億円

財物賠償 １件につき300万円

活動中に 
けがをした 

場合 
（傷害事故）

死亡 500万円
後遺症 最高500万円
入院 １日につき3,000円
通院 １日につき2,000円

山川図書館 指宿図書館

◇指宿市役所の住所　〒891-0497　指宿市十町２４２４番地
◇指宿市ホームページ　https：//www.city.ibusuki.lg.jp

162026.9　　広報いぶすき



催
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

▼
日
時
／
９
月
27
日
㊐
８
時
30
分

～
12
時

▼
場
所
／
指
宿
・
山
川
・
開
聞
庁

舎
▼
取
扱
手
続
／
申
請
・
受
け
取

り
・
更
新
・
暗
証
番
号
再
設
定

な
ど

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
電
話
で
確　

　
認
の
上
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
市
民
係

　
山
市
民
福
祉
課
市
民
税
務
係

　 

開
市
民
福
祉
課
市
民
税
務
係

証
明
書
等「
休
日
交
付
」終
了

　
住
民
票
な
ど
の
休
日
交
付
を
９

月
30
日
㊌
で
終
了
し
ま
す
。
平
日

の
開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い

人
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間

　
６
時
30
分
～
23
時

※
年
末
年
始
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
メ

　
ン
テ
ナ
ン
ス
日
は
除
く
。

▼
取
得
で
き
る
証
明
書

　
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
書
、
所
得
証
明
書
、
課
税
証

明
書
、
所
得
・
課
税
証
明
書

問
市
民
課
市
民
係

悪
質
通
販
サ
イ
ト
に
気
を
付
け
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
商
品

を
注
文
し
た
が
「
商
品
が
届
か
ず

事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
」
な

ど
海
外
に
拠
点
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
悪
質
な
通
販
サ
イ
ト
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
事
例
／
通
販
サ
イ
ト
で
商
品
を

注
文
し
、
銀
行
振
込
で
代
金
を

支
払
っ
た
。
後
日
「
注
文
品
が

欠
品
し
て
い
る
。
代
替
品
ま
た

は
返
金
対
応
し
た
い
」
と
メ
ー

ル
が
届
き
返
金
を
希
望
し
た
が

入
金
さ
れ
な
か
っ
た

▼
解
説
／
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
事
業
者
の
通
販
サ
イ

ト
に
は
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
初
め
て
利
用
す
る
サ
イ
ト

の
場
合
は
、
購
入
を
検
討
す
る

商
品
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
サ

イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
や
他
の

商
品
ペ
ー
ジ
な
ど
、
サ
イ
ト
全

体
を
確
認
し
不
審
な
点
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う

次
に
該
当
す
る
サ
イ
ト
に
注
意

①
サ
イ
ト
内
の
日
本
語
が
正
し
く

表
記
さ
れ
て
い
な
い

②
市
場
で
は
希
少
な
物
が
こ
の
サ

イ
ト
で
は
入
手
可
能
に
な
っ
て

い
る

③
ブ
ラ
ン
ド
・
メ
ー
カ
ー
品
で
価

格
が
通
常
よ
り
安
い

④
支
払
い
方
法
が
銀
行
振
込
の
み
、

〇
〇
ペ
イ
の
み
と
限
定
さ
れ
て

い
る

※
一
般
的
に
〇
〇
ペ
イ
の
「
送

る
」
機
能
は
個
人
の
間
で
や
り

取
り
に
用
い
る
機
能
で
あ
り
、

事
業
者
に
支
払
う
際
は
「
支
払

う
」
機
能
を
使
い
ま
す
。

⑤
銀
行
振
込
の
場
合
は
振
込
先
の

口
座
名
義
が
個
人
名
で
あ
る

⑥
キ
ャ
ン
セ
ル
・
返
品
・
返
金
の

ル
ー
ル
が
ど
こ
に
も
記
載
さ
れ

て
い
な
い

⑦
サ
イ
ト
上
に
事
業
者
の
名
称
・

住
所
・
電
話
番
号
が
明
確
に
表

記
さ
れ
て
い
な
い

※
通
販
を
利
用
す
る
際
は
注
文
確

定
す
る
前
に
表
示
さ
れ
る
「
最

終
確
認
画
面
」
を
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
な
ど
で
保
存
し
ま
し

ょ
う
。

※
困
っ
た
時
は
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
指
宿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
商
工
水
産
課
内
）

　
☎
㉒
２
３
３
４
（
直
通
）

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま

❀
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
「
初
心
者
の

た
め
の
薬
草
教
室
」

▼
日
時

　
10
月
11
日
㊐
13
時
30
分
～
15
時　

　
30
分

※
受
付
は
13
時
か
ら
。

▼
講
師

　
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
薬
剤　

　
師
会

▼
定
員

　
20
人
（
要
予
約
）

▼
料
金

　
５
０
０
円

※
電
話
ま
た
は
受
付
に
て
申
し
込

み
。（
受
付
期
間
９
月
１
日
㊋
～

10
月
４
日
㊐
） 

※
入
園
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

申
問
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま

　
☎
㉟
３
３
３
３

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

月
間
体
験

「
ね
こ
バ
ン
ズ
の
贅
沢
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
」

※
観
賞
用
の
模
造
品
で
す
。

▼
期
間

　
10
月
１
日
㊍
～
31
日
㊏
（
㊏
㊐　

　
㊎
は
事
前
予
約
制
）

▼
場
所

　
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

▼
料
金

　
４
０
０
円

▼
定
員

　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
予
約
方
法

　
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
（
電
話
予　

　
約
可
）

▼
予
約
開
始
日

　
９
月
15
日
㊋

▼
体
験
時
間

　
①
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
②
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
③
11
時
30
分
～
12
時
30
分

　
④
14
時
30
分
～
15
時
30
分

申
問
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（
時　

　
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　
☎
㉓
５
１
０
０

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時
／
９
月
12
日
㊏
９
時
～

▼
集
合
／
か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
管
理
棟
前
に
８
時
30
分

▼
参
加
料
／
３
０
０
円

※
道
具
貸
出
は
無
料
。

▼
定
員
／
36
人

▼
申
込
方
法
／
電
話
か
直
接

▼
申
込
締
切
日
／
９
月
９
日
㊌

※
毎
週
㊋
は
定
休
日
。

申
問
か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公

　
園
☎
㉜
５
５
６
６

お
知
ら
せ

予約フォーム

催
し

ホームページ

情報掲示板 申申込先　問問い合わせ先　相相談　ＦＦＡＸ
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■ 指宿図書館／☎㉓2827　■ 山川図書館／☎㉟3300
■休館日／毎週㊊・第４㊌（祝日の場合は翌日） ■開館時間／平日９：00〜18：30、㊏㊐㊗ ９：00〜17：00

指宿市立図書館のフェイスブックページに「いいね！」すると、イベントやタイムリーな情報が自動的に入ります。 ホームページ

みんなの本棚図書館だより
ホーム
ページ

（パ ソ コ ン） https://www.minc.ne.jp/ibusukilib/
（スマートフォン） https：//www.ibusuki-lib.jp/WebOpac/mobile/index.do

み
ん
な
の
本
棚献本　次の方から献本がありました。

　　　平
ひ ら お

尾　進
すすむ

さん

９月３日㊍
９月17日㊍

えほんのひろば

▶時間／10:30～11:00	 ▶場所／指宿

９月10日㊍
新着図書貸出日

▶時間／9:00～18:30	 ▶場所／指宿・山川

９月20日㊐
※要申込

指宿図書館わくわくタイム
「子どものための映画会」
▶時間／11:20～11:50 ▶場所／指宿

９月23日㊌
新着図書貸出日

▶時間／9:00～17:00	 ▶場所／指宿・山川

【内容】「時間がない」「毎日があ
っという間に終わってしまう」そ
んな思いを抱えている人に向けた
1冊。小さな時間を積み重ね、仕
組みや思考を整えることで、忙し
い毎日の中でも、時間とポジティ
ブに向き合えるきっかけとなる内
容です。

一般図書（山川図書館）

すぐやる人になる時間術
Ｎａｇｉｓａ（著）
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

今
月
の
お
す
す
め
本

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト

児童図書（指宿図書館）

はいたつだぞう
まつい あや（作・絵）
アルファポリス
【内容】ぞうすけさんは配達屋さ
ん。動物たちに荷物を届け、ハンコ
をもらいます。荷物がいっぱいでも
うヘトヘト。そんな時もらったハン
コを見返すと、ある秘密に気付き
ます。明日もがんばろう！そんな気
持ちになるお話です。

◆山川図書館わくわくタイム「だるまちゃんと　
　わたしのだるまちゃんペンダントを作ろう！」

◆図書館利用者アンケートを実施中です

▶内容／絵本『だるまちゃんシリーズ』に登場する、だ
るまちゃんのペンダントとわたしのだるまちゃんペン
ダントを段ボールで作ります

▶日時／10月24日㊏15：00～16：00（受付14：45～）
▶場所／山川図書館２階 学習室
▶定員／10人（定員になり次第、締め切り）
▶申込方法／電話か窓口
▶申込受付期間／9月17日㊍～10月17日㊏17：00

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆ボランティアおはなし会

◆認知症に関する展示を行っています

◆おはなしのとびら

▶日時／9月26日㊏14：00～14：30（受付13：45～）
▶場所／山川図書館２階
▶演じ手／山川「おはなしぶらんこの会」の
　皆さん
▶申込方法／電話・窓口・2次元コードから
▶申込受付期間／9月19日㊏17：00まで

　図書館では、9月の認知症月間に合わせて、認知症に関す
る本やパンフレットなどの展示を30日㊌まで行っています。
ぜひご覧ください。

▶日時／9月20日㊐10：30～11：15（受付10：15～）
▶場所／指宿図書館２階　多目的集会室
▶演じ手／あそびうたサークル「ぱすてる」の
　皆さん
▶定員／20人
▶申込方法／電話・窓口・2次元コードから
▶申込受付期間／9月13日㊐17：00まで

ボランティア
おはなし会

利用者
アンケート

　図書館では利用者アンケートを実施し
ています。カウンターでのアンケート用紙
を配布のほか、2次元コードからの回答
も可能です。皆さまのご協力をお願いし
ます。

おはなしの
とびら
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【広 告 の ペ ー ジ】 

 

インターネット版ではご覧いただけません。 

ご了承ください。 

 

 



前略、市史編さん室より

シリーズ 第27号

問総務課 市史編さん室 ☎080-8210-1656

定
期
シ
リ
ー
ズ

　市史では、市内１２校区の「校区史」を紹介します。今回取
り上げるのは大

たいせい
成校区です。校区の概要や地域の皆さんがと

ても大切にしている行事など紹介します。

■校区の概要
　大成校区は市の南西部に位置する、成川・鰻・小川・大山
の４つの区からなる地域です。
　校区の中央を国道226号が走っており、成川トンネルを抜
け、左には成川盆地、右に進むと鰻池と特徴的な火口地形を
見ることができます。その先へ進むと店舗が立ち並ぶ小川区、
さらに進めば開聞岳に向かって滑走路のように広がる大山区
の美しい畑地が現れます。
　「大成」の名称は、大正４年に大山尋常小学校と成川尋常
小学校が合併した際、それぞれの頭文字を１文字ずつ取って
名付けられました。 　大正4年創立の大成小学校は、令和３年３月に閉校。

同年４月に４つの小学校が統合した新しい「指宿市
立山川小学校」が誕生。旧大成小の校舎は改修の上、
子どもたちの学び舎として、引き続き使用されてい
ます。

■人口（８月１日現在）

■大成小学校

年齢 男 女 合計
0歳～14歳 209人 191人 400人

15歳～64歳 868人 890人 1,758人
65歳以上 755人 909人 1,664人

合計 1,832人 1,990人 3,822人

JR二月田駅湯之権現神社

指宿税務署

指宿港

JR指宿駅

♨砂むし会館
　砂楽

指宿郵便局

弥次ヶ湯郵便局

市役所
指宿庁舎

南記念クリニック

二反田川
蝶々橋（湯ノ郷橋）

ゆのさと
三角公園

指宿浩然会病院 ① ②

二反田川
浄心橋

指宿竹元病院

間水神社

菅原神社

摺ヶ浜
児童公園

①

②

①

指宿温泉ケアサポート

県
道
２
３
８

県
道
２
３
８

国
道
２
２
６

③

開聞岳

池田湖

鰻池

大成校区大成校区

旧大成小学校旧大成小学校
山川小学校山川小学校

フラワーパーク
かごしま
フラワーパーク
かごしま

長崎鼻長崎鼻

西大山駅西大山駅

JR大山駅JR大山駅

JR山川駅JR山川駅

★

★

★

大成校区位置図

　神舞は南方神社に古くから伝わる神事の一つで、
３年に一度行われています。今年がちょうどその
年にあたり、10月31日からグレ回りと呼ばれる
神幸行列、11月１日の夜には、成川保育園跡地
で神舞が奉納されます。
　もともと神舞は、33種類の舞がありました。
それぞれの家で伝えられてきましたが、昭和35
年ごろを最後にしばらく途絶え、昭和46年に成
川青年会が復活させました。現在は15種類の舞
が披露されています。
　これからも皆さんの協力をいただきながら、こ
の伝統を次の世代に引き継いでいきたいと思いま
す。

　あちらこちらから蒸気が吹き出すこの地域は、
自然のエネルギーに満ちた場所です。「鰻区に住
むと風邪を引きにくい」とか「ここに来たら元
気になった」と言われています。静かで神秘的な
「鰻池」を眺めて気持ちを落ち着かせ、ちょっ
と熱めの硫黄泉「鰻温泉」で疲れを取る。そして、
広場の「スメ」で蒸した食材でお腹を満たせば元
気いっぱいになります。
　鰻を食べて栄養をつけるように、「鰻区」に来
て元気をチャージしてください。

　毎年敬老の日（今年は９月21日）に披露される棒踊り。踊
り手は、小学３年生から中学生までの約30人です。子どもた
ちは７月から週２回、保存会の指導のもと練習を重ね本番を迎
えます。
　明治38年に始まったと言われる棒踊りは、一時途絶えてい
たものの、昭和38年に復活しました。当日観客は「自分たち
も昔踊っていたなぁ」と懐かしみ、キラキラとしたまなざしで
見入っています。中には親子３代にわたって踊り手を務める家
庭もあり、世代を超えて引き継がれるこの伝統は区の誇りです。

　７月18日、大山神社で恒例の「茅ノ輪くぐり」が行われま
した。これは、厄をはらい無病息災を祈願する神事です。
　茅ノ輪は「大山郷土研究会」が中心となり、カヤの採取から
完成まで約２日をかけて手作りした物が使われています。当日
は子どもから大人までたくさんの区民が集まり、古くからのし
きたりに沿って、厳かな
雰囲気の中で輪をくぐり
ました。今では茅ノ輪を
自分たちで作る地域は珍
しく、こうして引き継が
れてきた伝統が自慢の一
つです。　

・成川南方神社神舞（成川区）

・鰻池・鰻温泉・スメ（鰻区）

・小川区棒踊り（小川区）

・茅
ち の わ
ノ輪くぐり（大山区）

校区の自慢
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地域おこし協力隊通信 

人づくり  つながりづくり  地域づくり学校・地域応援活動学校・地域応援活動学校・地域応援活動 No.34

全校朝会で見守りボランティア紹介
　各校区ではボランティアが子どもたちの登下校の見守りやあいさつ運動を実施しています。今回は、ボラン
ティアを全校朝会で紹介した丹波小学校について紹介します。丹波小校区では約30人が見守りボランティア
登録をしています。ほぼ毎日活動している地域もあります。この日は9人のボランティアが全校朝会に出席し、
校長先生がボランティアの皆さんを紹介しました。ボランティアは子どもたちに「明るく元気良くあいさつを
しましょう」と呼び掛けていました。最後にみんなで「よろしくお願いします」とお辞儀をして終わりました。

・片
か た の だ
野田勉

つとむ
さん（片野田）「丹波の子どもたちを見守りた

いと思って始めました。自分の命は自分で守るようにな
ってほしいです」
・礒
いそみち
道栄

えいじ
次さん（迫中）「声を掛けると話をしてくれるので

うれしいです。大雨以外は、体を鍛えるためにもできる
だけ歩いて登校してほしいです」
・大

おおむら
村凉

りょうこ
子さん（湯之里）「『１年間ありがとうございまし

た。来年は妹が入学するのでよろしくお願いします』と
言ってくれた時はとてもうれしかったです」

子どもたちの感想 ボランティアの感想

vol.48

ボランティア紹介 校門での見守り活動 交差点での見守り活動

問農政課農政企画係

・2年園
そのだ
田竜

りゅうだい
大さん（丈六）「ボランティアの皆さんは、ぼ

くたちの交通安全のために忙しい中、いつも立ってく
ださりうれしいです」
・４年礒

いそみち
道菜

な ほ
帆さん（迫中）「道路を横断する時は事故に

遭わないように左右を確認しています。ボランティアの
皆さんが見守ってくださるのでとても安心です」
・６年下

しもかわ
川小

こ ま こ
舞子さん（迫北上）「大雨や暑い日も立って

くださり感謝の気持ちでいっぱいです。いつまでも元
気で私たちを見守ってほしいです」

　こんにちは。棚田担当の地域おこし協力隊、小
こ ま つ

柗正
ま さ き

樹
です。指宿に来て２年目を迎え、先日、６月20日に尾下
の棚田で田植え体験を開催しました。当日は棚田の一部
の田んぼを利用して、53人の市内外の皆さんに参加して
いただきました。
　昨年は雨で中止となり、今年が私にとって初めての田
植えイベントでした。梅雨に入り天候が心配される中、
田んぼの状態や水の巡り、集合場所、安全面を一つ一つ
確認し、無事に植え終えることができました。
　また、当日は子どもから大人まで、泥の感触に驚きな
がら笑顔で苗を植える姿が印象的でした。体験後には
「泥の感触が楽しかった」「また来年も参加したい」
「収穫が楽しみ」といった声もあり、棚田に触れる機会
をつくる大切さを改めて感じました。
尾下の文化をつなぐ取り組み
　尾下には、豊かな湧き水を生かして育てられてきた田

た

芋
いも

田
だ

の文化があります。田芋はサトイモの一種で、地域
の伝統食材でしたが「過疎化によりかつてのような田芋
田が広がる風景は見ることができなくなった」と地域の
人から教えていただきました。
　活動も２年目に入った今年、地域の人に「田芋を一緒に
植えよう」と声を掛けていただきました。まずは植えられ
る場所を整えるところから田芋作りにも挑戦しています。
　これからも、尾下の棚田で出会う人や自然とのつなが
りを大切にしながら、次の季節へ歩みを進めていきます。

問生涯学習課社会教育係（時遊館COCCOはしむれ内）☎︎㉓5100
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人生を、自分らしく生きるために健康教室

今月のドクター
指宿医師会

牧
ま き す み

角 倫
り ん の す け

之介
問指宿医師会
　☎㉞２８２０

Medical Lecture

　私たちは誰もが、いつか人生の最終段階を迎えま
す。その時に大切なのは、どこで、誰と、どのよう
に過ごしたいかという、その人自身の思いです。エ
ンドオブライフ・ケアとは、病気や老いによって人
生の最終段階を迎える人が、最期までその人らしく
過ごせるよう支えるケアです。治療だけでなく、苦
痛を和らげること、安心できる場所で大切な人と過
ごせるよう支えることも含まれます。
　そこでは、本人の人権と尊厳が何よりも大切です。
一人一人には歩んできた人生があり、価値観や家族
との関係・信仰・生活習慣・地域の文化などが、そ
の人らしさを形づくっています。
　しかし、急な病気や認知症などにより、希望を伝
えることが難しくなる場合があります。そのような
時に備え、元気なうちから、自分が大切にしたいこ
とを考え、家族や身近な人、医療・介護関係者と話
し合っておくことを、アドバンス・ケア・プランニ
ング（ACP）といいます。
　ACPは、最期を決めてしまうことではありませ
ん。何を大切に生きたいのか、どのような医療や介
護を望むのかを考え、繰り返し話し合う取り組みで
す。思いは変わっても構いません。何度でも考え直
せます。
　大切なのは「延命治療をするか、しないか」だけ
を決めることではありません。好きな音楽を聴きた
い、家族と過ごしたい、住み慣れた家で暮らしたい、

少しでも口から食べたいなど、日々の小さな希望も、
その人らしさを表す大切な意思です。
　一方で、すべての人が元気なうちに十分な話し合
いができるとは限りません。すでにご本人が意思を
伝えることが難しく、ご家族など大切な人が医療や
介護の選択を託されることもあります。そのような
時に大切なのは「自分ならどうするか」ではなく、
「この人なら何を望んだだろう」と、その人の人生
に思いをはせることです。これまで大切にしてきた
価値観や生き方、日頃の言葉、家族との思い出、地
域や文化とのつながりを手がかりに、その人らしい
選択を共に考えることが、ご本人の人権と尊厳を守
ることにつながります。
　元気な今だからこそ、自分
が自分らしくあるために、大
切な人と話してみませんか。
その対話は、将来の自分を守
るだけでなく、迷う家族の心
を支えることにもつながりま
す。ACPは、人生の終わりを
決めることではなく、その人
らしい人生を語り合うことで
す。最期まで人権と尊厳、そ
して文化が尊重される社会を、
私たち一人一人の対話から築
いていきましょう。

Doctor

問健康増進課保健事業係

　腎臓の働きが60％未満に低下したり、タンパク尿が出たりするなど、腎臓の異常が続く状態です。日本の患
者数は成人人口（約１億人）の約20％、2000万人（約５人に１人）といわれ、人工透析になるリスクが高く、
心筋梗塞や脳卒中などの病気になる危険性が高まります。

症状
　初期から末期まで、自覚症状がほとんど
ありません。病気が進行すると、夜間尿・
むくみ・貧血・倦怠感・息切れなどの症状
が現れます。

なりやすい人
　腎臓機能は加齢に伴い低下するため、高
齢者は注意が必要です。高血圧や糖尿病な
どの生活習慣病、メタボリック症候群の人
なども要注意です。

vol.40健幸のひろば 腎臓を守るため定期健診を受けましょう！
鹿児島県は新規透析導入患者が全国よりも多い状況です

適切な予防と定期健診を
　腎臓は、一度ある段階まで悪くなると自然に治ることはあり
ません。心筋梗塞や脳卒中などの危険性も高まります。市の特
定健診では、尿タンパク・尿酸・血清クレアチニン検査なども
行っています。日頃から予防を心掛け、定期健診を必ず受けま
しょう。

予防
　塩分や脂肪を控え、適度な運動や体
重のコントロール・禁煙・節酒に努め
てください。生活習慣病などの治療や
定期健診も大切です。

透析導入原因になる慢性腎臓病（ＣＫＤ）について
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理理さんさん　   　   高高

た か えた か え
江江  優優

ゆ り こゆ り こ
理子理子さんさん　 　 中中

なかはらいなかはらい
拂拂  一一

い ち ごい ち ご
恋恋さんさん

NHKのど自慢出場者の歌NHKのど自慢出場者の歌

うちわデザインコンテスト受賞者の皆さんうちわデザインコンテスト受賞者の皆さん

指宿市誕生20周年のフォトスポット指宿市誕生20周年のフォトスポット

指宿商業高校指宿商業高校
ダンス部ダンス部

英英
はなぶさせいぎょうかいはなぶさせいぎょうかい

聖 尭 会聖 尭 会の日本舞踊の日本舞踊

開聞竜宮太鼓開聞龍宮太鼓

第58回 かいもんかいもん夏祭り夏祭り
　　かいもん夏祭りが８月11日の山の日にかいもん山麓ふれあい公園で開催されました。
太鼓やダンス、NHKのど自慢出場者の歌などの披露や約1,200発の花火が打ち上がり、
市内外から訪れた約15,000人が祭りを楽しみました。
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高校生が職場見学

地元で働く魅力を学ぼう
いぶすき魅力発見！J

ジ ョ ブ
obツアーが６月２日～25日の間で４日

間行われました。就職を希望する市内外の高校生に地元
企業の魅力を知ってもらおうと市が開催。指宿商業高校・
指宿高校・山川高校・指宿特別支援学校・頴娃高校の生徒
159人が各コースに分かれて市内の企業を見学しました。
指宿特別支援学校の永

な が い
井諒

りょうた
汰さんは「農業について興味

があり参加した。たくさんの職場を見学できてとても勉強
になった」と話しました。

春の叙勲を受章

地域への尽力が評価
令和８年春の叙勲を４人の市民が受章し、６月５日に市長に
報告しました。受章者は「周りの皆さんに支えていただいた
おかげなので、感謝している。これからも指宿のまちづくり
や人づくりに貢献したい」と話しました。
受章内容　大

おおやま
山 喜

き よ し
義さん　旭日双光章(地方自治功労)

　　　　　福
ふくおか

岡 亮
りょういち

一さん　瑞宝双光章(児童福祉功労)
　　　　　幸

こ う の
野 昌

まさひろ
葊さん　瑞宝双光章(更生保護功労)

　            永
ながやま

山 武
た け お

雄さん　瑞宝単光章(消防功労)

受章した大山さん、福岡さん、幸野さん(左から)

焼酎工場を見学する生徒たち

指宿商業高校と韓国の永
ヨンファ

化国際観光高校との相互ホーム
ステイ交流事業が６月４日から６日間行われました。姉妹校
盟約を締結している両校が国際交流を図ろうと行われて
いるもので今年で37年目。永化国際観光高校で日本語を
学ぶ生徒４人が、指宿商業高校の生徒宅でホームステイを
行いながら、指宿の観光や授業へ参加するなど交流を行い
ました。生徒は「韓国と日本の生活や文化の違いについて
学ぶことができた」と話しました。

韓国の高校生がホームステイ

生活や文化の違いを学ぶ

イ・ドギョンさん、ハン・イェジさん、クォン・スアさん、チョ・ソユンさん(左から)

指宿商業高校生がアロハシャツを着用

学校生活を快適に
指宿商業高校生のアロハシャツ着用が６月１日から始まり
ました。生徒が制服の代わりにアロハシャツを着用するこ
とで、暑い夏でも学校生活を快適に過ごせるようにと同校
が企画。希望する生徒は学校から事前に許可を得た後、９
月30日までの期間に着用することができます。２年の原

はら

莉
り お な

央奈さんは「初めてアロハシャツを着たが、指宿らしさが
あってとても良い。制服と比べると涼しく感じるので、快適
に過ごすことができる」と話しました。

アロハシャツを着た中
なかもと

元憩
い こ い

娃さん、原莉央奈さん、有
あ り た

田浩
こういちろう

一郎教諭、和
わ だ

田
怜
れ い じ

慈さん、西
にしもと

元南
な い き

行さん(左から)
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協定締結式

危険な暑さは避難して
日本郵便株式会社と気候変動適応法に基づく指定暑熱避
難施設に係る協定書の締結式が６月16日に指宿庁舎で行
われました。熱中症特別警戒アラートが発表された際に、
市内の14カ所の郵便局を指定暑熱避難施設（クーリング
シェルター）として指定するために締結されたもの。指宿・
山川・開聞庁舎に続いて民間施設では初めての登録となり
ました。生見郵便局の宮

みやはら
原良

  よしき

樹局長は「郵便局は地域を支
える拠点。皆さんの安全安心に貢献したい」と話しました。

協定締結式に参加した関係者の皆さん

継続した地方創生への支援に感謝

J
ジ ュ ジ ュ

uju選手と指宿を応援
指宿支部消防操法大会

技術を競い合う
株式会社パレンテへの感謝状贈呈式が６月９日に行われま
した。同社は主にコンタクトレンズの販売を手がける会社
で、令和７年度に企業版ふるさと納税制度を活用して、市
に500万円を寄付。今回で３回目の寄付で、継続した支援
に対し、感謝を込めて贈られました。吉

よ し だ
田忠

た だ し
史代表取締役は

「指宿市にゆかりのあるレーシングドライバーの野
の だ

田樹
じゅじゅ

潤
選手への支援と地域の活性化に役立ててほしい」と話しま
した。

指宿支部消防操法大会が６月14日にいぶすきフットボー
ルパークで行われました。火災時の消火活動を想定し、消
防団員の消防用器具の取り扱いと操作の技術を競う大会
で23分団157人が参加。ポンプ車の部で川尻分団、小型
ポンプの部で利永分団が優勝しました。県大会へ出場する
川尻分団の竹

たけはた
畑光

こ う き
輝部長は「地域の皆さんや家族の応援

のおかげで優勝できた。県大会でも優勝できるように団員
一丸となって頑張りたい」と話しました。

感謝状を手にする吉田代表取締役ポンプ車の部で優勝した川尻分団による放水

指宿ライオンズクラブが鉛筆を贈呈

大切に使ってね
指宿ライオンズクラブから小学１年生への名前入り鉛筆贈
呈式が６月24日に指宿庁舎で行われました。同団体が毎
年行っている取り組みで今年で28年目。市内の小学１年生
243人分の名前がひらがなで刻印された鉛筆が市校長会
の石

いしばし
橋三

み え
恵会長(池田小)に手渡されました。岡

おかもと
元浩

こ う し
司会長

は「勉強をしたり絵を描いたりするなど、好きなことを楽し
みながら大切に使ってほしい。これからもこの取り組みを
続けていきたい」と話しました。

鉛筆を贈った岡元会長、池
いけみず

水宣
のぶゆき

之幹事、南
みなみ

悦
え つ じ ろ う

治郎会計(左4人目から)
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池田小学校創立150周年

笑顔溢れる場所で
池田小学校創立150周年記念式典が７月11日に薩摩伝承
館で行われました。同校は明治9年（1876）に村落小学校と
して開設して今年で150年目。地域住民36人が参加する
中、式では校庭の芝生をきっかけに交流が生まれた川

かわぶち
淵三

さぶ

郎
ろう

さんからのビデオメッセージや市指定無形文化財の猿
の子踊りが披露されました。児童代表あいさつをした６年
の久

く ぼ
保凛

りんくう
空さん（中浜）は「学校を支えてくださる皆さんに

感謝し、1日1日を大切に過ごしたい」と話しました。

指宿市シルバー人材センターが受賞報告

会員拡大に弾み
指宿市シルバー人材センターが会員拡大優良表彰を受賞
し７月７日に市長に報告しました。シルバー会員の会員
数 10 万人の増加を目指して、会員数の前年比率が最も
大きかったセンターに贈られるもの。指宿市シルバー人
材センターは 109% で県内第１位となったことから受
賞となりました。内

う ち だ
田満

みつひで
秀理事長は「今回の受賞は、会

員一人一人が生き生きと就業していただいたおかげ。こ
れからも会員拡大に尽力したい」と話しました。

報告した石
いしざわ

澤一
かずゆき

幸事務局長（中央）と中
なかしきりょう

敷領直
な お み

美事務局次長（右）猿の子踊りを披露する児童たち

魚見小の児童が遠泳

波に負けず笑顔で完泳
魚見小学校の第40回知林ヶ島横断遠泳大会が７月４日に
行われました。児童の忍耐力の向上と郷土を愛する気持ち
を育もうと毎年PTAが開催するもの。４～６年生の児童が
保護者や地域住民に見守られながら知林ヶ島から田良浜
までの約1.5㎞を泳ぎ、ゴールを目指しました。６年の寺

てらかわ
川

未
み の り

織さん(下吹越)は「波が高く苦しい時もあったが、みんな
笑顔でゴールすることができて良かった。最後まで諦めず
に頑張る大切さを学んだ」と話しました。

笑顔でゴールした児童たち

社会を明るくする運動

立ち直りを地域で支える
社会を明るくする運動強化月間のメッセージ伝達式が７月
１日に指宿庁舎で行われました。犯罪のない安全で安心な
明るい未来を目指して、罪を犯した人への立ち直りの支援
の輪を広げようと毎年行われているもの。指宿保護区保護
司会の幸

こ う の
野昌

まさひろ
葊会長が内閣総理大臣らのメッセージを市

長に伝達しました。幸野会長は「罪を犯してしまった人を見
守り、支え合う気持ちを大切にしながら明るい社会づくり
ができるように呼びかけていきたい」と話しました。

指宿保護区保護司会の皆さん
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株式会社新日本科学へ感謝状

地域の活性化を応援
株式会社新日本科学への感謝状贈呈式が７月15日に指宿
庁舎で行われました。同社は医薬品の研究・開発をはじめ
さまざまな事業に取り組んでおり、企業版ふるさと納税を
活用して令和６年度・令和７年度にそれぞれ1,000万円を
寄付。指宿の経済や地域づくりなど継続した支援に対して
感謝状が贈られました。二

に た ん だ
反田真

し ん じ
二専務取締役は「地域を

活性化させるための取り組みに活用してほしい。これから
も指宿の未来をつくる支援をしたい」と話しました。

感謝状を持つ二反田専務取締役

バレーボール男子日本代表の下
しもかわ

川 諒
りょう

選手が７月13日、表
敬訪問に訪れました。下川選手は開聞中出身で日本最高
峰のSVリーグのチーム、サントリーサンバーズ大阪に所属
する、身長177㎝26歳のセッター。粘り強いプレーと強気
のトスワークが持ち味で、2023年から日本代表の登録メ
ンバーとなり、昨年６月にＡ代表デビューを飾りました。下
川選手は「皆さんへの感謝の気持ちを忘れず、これからも
粘り強くプレーしたい」と話しました。

下川選手が表敬訪問

輝く未来へナイストス

今後の活躍が期待される下川選手

赤ちゃんの出生記念品を贈呈

指宿での誕生を祝って
指宿で生まれた赤ちゃんへの出生記念品贈呈式が７月15
日に指宿庁舎で行われました。生まれて初めての住民登
録を指宿でした赤ちゃんや里帰り出産で生まれた赤ちゃん
の誕生を祝福し、歓迎の思いを届けようと市が企画。市内
の作家が作製した手作りのおむつポーチと木製積み木が
坂
さ か た

田茉
ま ひ ろ

弘ちゃんと下
しもかわとこ

川床怜
れい

ちゃん（五郎ヶ岡）の家族に手渡
されました。受け取った家族は「すてきな物がもらえてうれ
しい。大切に使いたい」と話しました。

出生記念品を受け取った坂田さん、下川床さん家族と作家の皆さん

令和8年熊本地震緊急消防帰隊式

活動を報告
令和8年熊本地震緊急消防帰隊式が８月18日に指宿消防
署で行われました。令和８年熊本地震の被害に伴う緊急消
防活動に従事した隊員の帰隊を報告するもの。発災日の深
夜から第一次派遣6人が出発し、３日間交替で延べ16人の
消防隊員が大きな被害をうけた八代市の日本製紙の工場
で、行方不明者捜索や救出活動など、援助活動を行いまし
た。式では打越管理者へ松

まつもと
元雅

まさかず
一消防司令補が全員無事

帰隊したことを報告しました。

帰隊報告を行った隊員たち
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敬
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いぶすきクイズ
問題　　　打

だ ら く
楽座

ざ い ち
〇は舞踊蓮艶のメンバーで昨年１月に結

成され、１周年を迎えました。チーム名の最後の文字であ
る「一」には、「初心を忘れない、仲間を一生大切に、みん
なで一緒に楽しむ」という願いが込められています。
〇に入る文字を次の中からお選びください。
①一　②二　③三

▶応募方法／はがき・手紙・メールの他、市公式
LINEや応募フォームから応募してください

▶記入事項／住所・氏名・クイズの答えの他、広報い
ぶすきに関する感想・紹介したい場所や風景・イラ
ストなどなんでもお寄せください

※頂いた内容は広報紙に掲載する場合があります。また、詳
細を確認するために氏名・連絡先などの個人情報を担当
部署へ提供することがあります。

▶応募締切日／９月18日㊎必着
▶応募先／〒891-0497 指宿市十町2424番地
　指宿市人事秘書課秘書広報係
　j-hisho@city.ibusuki.jp

賞品を提供してくださる
商店・事業主を募集してい
ます。お店や自慢の商品
をクイズでPRしませんか？ 市公式LINE

登録
クイズ応募
フォーム

正解者の中から抽選
で、10月18日㊐に、
舞
ぶ よ う れ お
踊蓮艶のメンバー
で結成した和太鼓
チーム打

だら く
楽座

ざ い ち
一も

出演する〇
わ
組
ぐみ
指宿

公演のペアチケット
を10組にプレゼント
します。
提供
すずらん美容室
吉崎トシ子
☎090-5729-5022
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チ
ド
リ　

90　

丈　

六

伊　

藤　

英　

雄　

69　

大
園
原

西　

山　
　

望　
　

64　

細
田
西

中
川
路　

誠　

也　

94　

中
小
路

吉　

元　

ト
シ
ヱ　

93　

下　

里

下　

吉　

共　

一　

88　

二
月
田

上
林
山　

敏　

治　

83　

道　

下

山
川
地
域

新　

村　

ミ
ス
子　

94　

小
川
東

中　

島　

三
十
志　

61　

山　

神

中　

村　

イ
ツ
子　

80　

中　

野

今　

村　

榮
一
郎　

86　

後
馬
場

永　

𠮷　

エ
ミ
子　

88　

谷
村
下

仲
宗
根　

忠　

義　

72　

前
薗
下

濵　

田　
　

弘　
　

82　

徳　

光

坂　

口　

道　

雄　

76　

市
山
下

木
佐
貫　

正　

幸　

89　

井
手
下

前　

田　

盛　

八󠄃　

92　
東（
岡
児
ケ
水
）

田
之
上　

ス
ミ
ヱ　

85　

森
松
東

木　

下　

清　

枝　

99　

中　

央

松　

村　

ヒ
ロ
子　

78　
　

春

東　
　
　

勝　

彦　

81　

西　

村

池　

平　

弘　

行　

85　

市
山
下

射
場
山　

澄　

子　

93　

東　

上

開
聞
地
域

上　

野　

政　

行　

70　

蛭　

子

七　

夕　

幸　

雄　

76　

西　

元
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お便りの
広場

皆さまの声が聞きたい日
が
沈
む
時
間
が
遅
い
の
で
、

仕
事
か
ら
帰
宅
し
た
後
に

子
ど
も
を
連
れ
て
散
歩
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外
が
明
る

い
と
は
い
え
、
車
の
運
転
手
か
ら

見
え
や
す
い
服
装
に
す
る
、
反
射

材
を
身
に
付
け
る
な
ど
、
交
通
安

全
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
34
歳　
ゆ
で
お
）

　
夕
方
は
昼
間
に
比
べ
る
と
暑
さ

が
和
ら
ぐ
の
で
、
散
歩
が
し
や
す

い
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、
17
時
か

ら
19
時
ご
ろ
は
一
日
の
中
で
交
通

事
故
が
多
い
時
間
帯
で
す
。
特
に

歩
行
者
が
道
路
を
横
断
し
て
い
る

時
に
起
こ
り
や
す
い
そ
う
で
す
。

道
路
を
横
断
す
る
時
は
手
を
上
げ

て
横
断
歩
道
を
渡
る
、
道
路
を
斜

め
に
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
ね
。
だ
ん
だ
ん
と
日
没
が

早
く
な
り
ま
す
が
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
お
子
さ
ん
と
の
散
歩
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
年
前
に
指
宿
へ
移
住
し
ま

し
た
。
移
住
し
て
来
た
頃

よ
り
も
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
、
す
て
き
な
場
所
が
増
え
て

う
れ
し
い
で
す
。
今
年
の
夏
は
お

し
ゃ
れ
な
海
岸
が
で
き
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
・
T
）

　
20
年
ぶ
り
に
公
設
の
海
水
浴
場

が
指
宿
港
海
岸
に
復
活
し
ま
し
た

ね
。
訪
れ
た
人
は
海
で
泳
い
だ
り
、

砂
浜
や
海
上
に
設
置
さ
れ
た
大
型

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
遊
ん
だ
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
８
月
16
日

時
点
で
市
内
外
か
ら
約
１
万
１
千

人
が
訪
れ
る
な
ど
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
３
月
に
完
成
し
た

緑
地
帯
や
海
岸
へ
続
く
指
宿
中
央

通
り
商
店
街
で
の
朝
市
な
ど
、
指

宿
港
海
岸
周
辺
が
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

申問人事秘書課秘書広報係〜子どもはまちの宝です〜

We

お子さんやお孫さんの写真を掲載したい人は、子どもの
名前とふりがな・生年月日・保護者名・住所・電話番
号・お子さんへのメッセージ（20文字まで）を記入し、
郵送・持参するか市公式LINEや応募フォームから申し
込んでください。

赤ちゃんの写真大募集！

応募フォーム

※メールで申し込みを希望する人は人事秘
書課秘書広報係までご連絡ください。

産まれてきてくれてあり
がとう♡

お姉ちゃんと仲良くすく
すく育ってね♡

家族みんなを明るく照ら
して大きくなってね

４人家族！生まれてきて
くれてありがとう。

産まれてきてくれてあり
がとう♡

坂
さかもと

本  結
ゆ う み

海ちゃん 中
なかむら

村 日
ひ な み

菜美ちゃん田
た な か

中  陽
ひ な

菜ちゃん

川
かわばた

畑  莉
り い

依ちゃん橋
はしもと

本  莉
り ほ

歩ちゃん

実り多い人生を歩んでね♩

新
しんかわ

川  珠
み の り

愛ちゃん

（69歳　せんちゃん）
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アプリを通じてスマートフォンや
タブレットにお届けします。

広報いぶすき配信中

アプリを通じてスマートフォンや
タブレットにお届けします。

広報いぶすき配信中

アプリを通じてスマートフォンや
タブレットにお届けします。

広報いぶすき配信中

月日 歯科医療機関名 電話番号

9月21日㊊ 大津歯科医院 ☎㉓4155

9月22日㊋ そのだ歯科医院 ☎㉒3561

長期休日当番歯科医（診療時間９：00 ～ 12：00）
かかりつけ歯科医が不在の時は当番歯科医を利用してください。

※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会口
こ う く う

腔保健
　センター（☎099-223-0628）を利用してください。

月日 薬局名 電話番号

９月６日㊐ まどか薬局 ☎㉟2120

９月13日㊐ ハート薬局 ☎㉓2377

９月20日㊐ にじ薬局 ☎㉖4080

９月21日㊊ そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021

９月22日㊋ ケーアイ調剤薬局指宿店 ☎㉗1152

９月23日㊌ イブスキ薬局 ☎㉔4516

９月27日㊐ ミヤガハマ薬局 ☎㉓1032

10月４日㊐ ハッピー薬局 ☎㉖4189

日曜・祝日当番医（診療時間８：00～18：00） 日曜・祝日薬局（開局時間９：00～18：00）
かかりつけ医が不在の時は当番医を利用してください。

夜間・緊急時の当番医を
紹介します

当番医テレホン
サービス

開聞地域
９月１日～６日 ㈲建龍 ☎㉜2228

９月７日～20日 永吉建設㈱ ☎㉜3181

９月21日～10月４日 ㈱丸新建設 ☎㉜2227

水道工事当番店
指宿地域

９月１日～６日 ㈲丸栄設備 ☎㉓2694

９月７日～13日 ㈲丸山水道工務店 ☎㉓3131
（夜・休☎080-2772-0201）

９月14日～20日 ㈱福尚 ☎㉒4529

９月21日～27日 ㈱丸善産業 ☎㉕5200
（夜・休☎080-8569-1918）

９月28日～10月４日 ㈱出口組 ☎㉖2105

山川地域
９月１日～６日 西設備 ☎㉞1176

９月７日～13日 ㈱市山組 ☎㉟9321

９月14日～20日 ㈱東水道工業 ☎㉟2447

９月21日～27日 ㈱常盤建設 ☎㉟0872

９月28日～10月４日 ㈱藏薗組 ☎㉟2231

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの詰まりなどは、なじみの工事店
にお願いしてください。宅地内の漏水もできるだけ設置業者へ修理依頼をお願
いします。

●人のうごき　８月１日現在（前月比）
総人口 35,218人（ ー 58） 男 16,392人（ ー 21）
世帯数 16,923戸（ ー 40） 女 18,826人（ ー 37）
※数値は令和７年国勢調査（速報値）を基に推計。

月日 医療機関名（診療科） 電話番号

９月６日㊐ 【内科】大重内科 ☎㉞1003

９月13日㊐ 【内科】福元医院 ☎㉒3053

９月20日㊐ 【内科】指宿おおしげ内科 ☎㉓0788

９月21日㊊ 【内科】いぶすき内科 ☎㉓3239

９月22日㊋
【内科】こどもの森小児科クリニック ☎㉗1010

【内科】肥後胃腸科クリニック ☎㉟2148

９月23日㊌ 【外科・内科】池田診療所 ☎㉖2101

９月27日㊐ 【内科】幸南クリニック ☎㉕6090

10月４日㊐ 【内科】小吉胃腸科クリニック ☎㉔2011

問税務課管理係

期　別 税の種類

３　期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

９月25日㊎ 口 座 振 替 日

９月30日㊌ 納 付 書 で の 納 期 限

今月の税金
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インターネット版ではご覧いただけません。 

ご了承ください。 

 

 



指宿保健センター 　　　開聞総合体育館
山川図書館　　　　　 　  ふれあいプラザなのはな館
コミュニティセンター愉徒里館　　　  時遊館COCCOはしむれ
　  指宿中央通り商店街

開催場所
保健セ 指宿市民会館市民会館
山川図

開聞体
なのはな館

愉徒里
中央商店街

はしむれ
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●
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど　
●
保
健
・
子
育
て
関
連
日
程
（
乳
児
・
産
婦
健
診
、
６
〜
８
か
月
健
診
・
１
歳
６
か
月
健
診
・
２
歳
児
健
診
・
３
歳
児
健
診
・
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
個
別
に
受
付
時
間
を
案
内
し
て
い
ま
す
）

指宿市人事秘書課秘書広報係　〒891-0497　鹿児島県指宿市十町2424番地　☎0993−22−2111
ホームページ  https://www.city.ibusuki.lg.jp　メール  j-hisho@city.ibusuki.jp編集発行

家庭・結婚・離婚・仕事・ＤＶなど
さまざまな相談に応じます。

指宿保健センター内（こども課）
　☎㉓1063（直通）
　毎週㊊～㊎（祝日は除く）
　９：00～16：00

女  性

年金に関する手続き・相談に応じま
す。予約が必要です。
10月22日㊍10：00～15：00
場所：指宿庁舎　第１会議室
※会場は変更になる場合があります。
予約先　鹿児島南年金事務所
☎099-251-3111
相談時間は予約時に決定します。
年金事務所でも随時相談に応じます。
事前予約が必要です。
場所：鹿児島南年金事務所　
予約受付専用電話　
☎0570-05-4890（ナビダイヤル）
☎03-6631-7521

年  金

特設人権相談所を開設します。

ふれあいプラザなのはな館
９月10日㊍10：00～15：00
電話でも相談を受け付けています。

☎0993-83-2208
（鹿児島地方法務局知覧支局）

人  権

心配ごと

非行・学校生活・虐待など、児童に関
するさまざまな相談に応じます。

指宿保健センター内（こども課）
　☎㉓1063（直通）
　毎週㊊～㊎（祝日は除く）
　９：00～16：00

児  童

訪問販売や契約のトラブルなど消費
生活に関する相談に応じます。

指宿庁舎（商工水産課）
　指宿市消費生活センター☎㉒2334
　毎週㊊～㊎（祝日は除く）

８：30～16：30

消費生活

就業や在職中の課題などの相談に応
じます。予約が必要です。
予約先　なんさつ障害者就業・生活
支援センター

　☎0993-58-7020※当日予約可
ハローワーク指宿

９月９日㊌、９月24日㊍
10：00～10：45、11：00～11：45

障害者就業
・

生活支援

　

行政書士会

相続・贈与・遺産分割協議書、農地
関連申請、官公庁書類作成、任意後
見人などの相談に応じます。

ふれあいプラザなのはな館２階
会議室4

９月17日㊍13：30～16：00
県行政書士会指宿支部
　☎090-2153-1807
※電話予約をした人を優先します。

行政相談

行政が行う諸施策の結果、手法など
に関する意見・質問・要望・苦情な
どに応じます。

指宿老人福祉センター
９月29日㊋10：00～13：00

山川図書館第２・３学習室
９月10日㊍、10月14日㊌
15：00～17：00

開聞庁舎
９月７日㊊13：00～15：00

川尻ふれあい交流館
10月５日㊊13：00～15：00

生計・家庭・住宅・健康・法律・財
産・事故・福祉全般・苦情などさま
ざまな相談に応じます。

指宿老人福祉センター☎㉒5543
９月11日㊎、９月25日㊎
13：30～16：30

山川庁舎☎㉟2260
９月４日㊎13：30～16：30

旧 開聞保健センター☎㉜4877
９月18日㊎13：30～16：30

※�電話予約をした人を優先します。

9

日 Sun 月Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

●月間体験「さくさ
くパンダシュー」
（～30日）はしむれ

●母子健康手帳交付、妊婦
相談  （事前予約が必要）

　 8：45～11：15 保健セ
●乳児・産婦健診、6〜8か月児健診
　 保健セ
●子育てひろば
　 10：00～12：00 なのはな館
●LOVEいぶすき販売日
　 10：00～14：00 

●保健センター
　開放(楽しく

遊ぼう教室)
　 9：00～11：00 

保健セ

●母子健康手帳交付、妊婦
相談  （事前予約が必要）

　 8：45～11：15 保健セ
●１歳６か月児健診 保健セ
●子育てひろば
　 10：00～12：00 なのはな館

●健幸ふれあいパーク
ゴルフ大会

●育児相談
   （事前予約が必要）
    9：00～11：00 保健セ
●保健センター開放
    9：00～11：00 保健セ
●スマホ相談会
　 14：00～15：00

●母子健康手帳交付、妊婦
相談  （事前予約が必要）

　 8：45～11：15 保健セ
●３歳児健診 保健セ
●子育てひろば
　 10：00～12：00 なのはな館

●赤ちゃん教室
（事前予約が必要）
　9：20～11：00 

保健セ

●５歳児健診 保健セ ●粗大ごみ（柳田・池田校区）

●未来協議会in商店街
朝市 7：00～12：00

    中央商店街
●LOVEいぶすき
　販売日
　 10：00～14：00

●粗大ごみ（川尻区・松原田集落） ●指宿市誕生20周年
　 第79回指宿温泉祭
　(～27日)

●保健センター開放
（楽しく遊ぼう
教室）

　 9：00～11：00 
保健セ

●母子健康手帳交付、妊婦
相談  （事前予約が必要）

　 8：45～11：15 保健セ
●２歳児健診 保健セ
●子育てひろば
　 10：00～12：00 なのはな館

●月間体験「ねこ
バンズの贅沢ハ
ンバーガー」（～
31日）はしむれ

●菜の花の種無
料配布(～30日)

●マタニティスクール
（事前予約が必要）

　18：30～20：30 保健セ

30	 31	 1	 2	  3	 4	 5	

6	 7	 8	 9	  10	 11	 12	

13	 14	 15	 16	  17	 18	 19	

20	 21 敬老の日	 22 国民の休日	 23 秋分の日	  24	 25	 26	

27	 28	 29	 30	 10/1	 10/2	 10/3

9 September 2026
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